
(57)【要約】

被験者の一つまたは複数の健康条件を判別する方法。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー と 、
　 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 で あ っ て 、 前 記 身 体 部
分 の 皮 膚 表 面 の 温 度 を 実 質 的 に 変 え る こ と な く 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 前 記 身 体 部 分
の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る よ う 機 能 し う る 手 段 、
と を 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 前 記 手 段 が メ ッ シ ュ を 有 す る
、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 前 記 手 段 が 断 熱 性 で な い 物 質
で で き て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 皮 膚 温 度 を 測 定 す る よ う 適 応 さ れ て い る 、 請 求 項 １ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 前 記 手 段 が 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ
ー セ ン サ ー を 、 前 記 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 と 接 触 状 態 に 保 持 す る よ う 機 能 し う る 、 請 求 項 １
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー に 結 合 さ れ た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム 、
を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー に 無 線 接 続 に よ っ て 結 合 さ れ て
い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 、 携 帯 電 話 、 PDA、 パ ー ソ ナ ル ・ コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・ デ
バ イ ス お よ び そ の 組 み 合 わ せ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 、 治 療 機 能 を 実 行 す る よ う 動 作 し う る 治 療 機 器 に 結 合 さ れ
て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 警 告 装 置 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 血 圧 監 視 装 置 に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ に 結 合 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 前 記 手 段 が 環 （ ring） を 有 す
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 前 記 手 段 が 時 計 （ watch） を
有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 第 二 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー と 、
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　 前 記 第 二 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 対 側 身 体 部 分 に 結 合 さ せ る 手 段 、
と を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 前 記 手 段 が 手 袋 を 有 す る 、 請
求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 温 度 を 調 整 す る よ う 機 能 し う る 熱 デ バ イ ス 、
を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 熱 電 対 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が サ ー ミ ス タ ー を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 抵 抗 温 度 検 出 器 を 含 む 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 熱 流 束 検 出 器 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 液 晶 セ ン サ ー で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 熱 電 対 列 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 赤 外 線 セ ン サ ー で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 赤 外 線 セ ン サ ー が 表 面 上 の あ る 一 点 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る 、 請 求 項 ２ ５ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 赤 外 線 セ ン サ ー が 表 面 上 の あ る 領 域 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る 、 請 求 項 ２ ５ 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る 方 法 で あ っ て ：
　 被 験 者 を 提 供 し 、
　 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、
　 被 験 者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、
　 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 し 、
　 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の
健 康 条 件 を 判 別 す る 、
こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る こ と が 、 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 装 置 を 前 記 身 体
部 分 に 結 合 さ せ る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 血 管 刺 激 物 を 与 え る こ と が 、 神 経 血 管 刺 激 物 を 与 え る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 神 経 血 管 刺 激 物 が 、 被 験 者 が グ ラ ス 一 杯 の 氷 水 を 消 費 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ３ ０
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 血 管 刺 激 物 を 与 え る こ と が 、 神 経 刺 激 物 を 与 え る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
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　 前 記 血 管 刺 激 物 を 与 え る こ と が 、 あ る 時 間 期 間 に わ た っ て 被 験 者 の 動 脈 を 圧 迫 し て そ の
後 圧 迫 を や め る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 内 皮 機 能 を 判 別 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 自 律 神 経 系 機 能 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 の 心 血 管 リ ス ク を 評 価 す る た め に 血 管 刺
激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る た め
に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 の 心 血 管 リ ス ク を 評 価 す る た め に 、 追 加
的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 追 加 的 診 断 技 法 が 冠 動 脈 カ ル シ ウ ム ・ ス コ ア を 含 む 、 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 追 加 的 診 断 技 法 が フ レ ー ミ ン グ ハ ム ・ リ ス ク ・ ス コ ア を 含 む 、 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 追 加 的 診 断 技 法 が 頸 動 脈 内 膜 中 膜 肥 厚 試 験 を 含 む 、 請 求 項 ３ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 に お け る 心 臓 病 の 進 行 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度
応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の 肥 満 管 理 に お い て 使 う た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分
析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の 肥 満 管 理 に お い て 使 う た め に 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管
刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 が 高 い 交 感 神 経 反 応 性 を 有 し て い る か ど う か を 識 別 す る た め
に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 高 血 圧 へ の 感 受 性 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る た め に
血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
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　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 平 滑 筋 細 胞 （ SMC） 機 能 障 害 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査
す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 糖 尿 病 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温
度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の フ ィ ッ ト ネ ス レ ベ ル を 判 別 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度
応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の フ ィ ッ ト ネ ス 計 画 へ の 応 答 を 判 別 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ
の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の フ ィ ッ ト ネ ス レ ベ ル を 判 別 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と
と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 身 体 部 分 が 指 で あ り 、 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者
の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と が 、 レ イ ノ ー 現 象 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー
ニ ン グ 検 査 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 レ イ ノ ー 現 象 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る た め に 、 追
加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 に 結 合 組 織 障 害 の リ ス ク が あ る か ど う か を 予 測 す る こ と を 含
む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 結 合 組 織 障 害 が 硬 皮 前 症 で あ る 、 請 求 項 ５ ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 硬 皮 前 症 の た め の 治 療 に 対 す る 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る こ と を 含 む
、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 に 結 合 組 織 障 害 の リ ス ク が あ る か ど う か を 予 測 す る た め に 、
追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の 肺 高 血 圧 の 状 態 お よ び 進 行 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ
の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 肺 高 血 圧 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の
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温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 の 肺 高 血 圧 の 状 態 お よ び 進 行 を 監 視 す る た め に 、 追 加 的 診 断
技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 禁 煙 計 画 に 対 し て 被 験 者 が 陽 に 応 答 す る か ど う か を 判 別 す る た め に
血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と が 、 被 験 者 に お け る 睡 眠 障 害 の 進 行 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温
度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 被 験 者 の 心 拍 数 を 測 定 す る こ と を 含 ん で お り 、 該 心 拍 数 の 測 定 お よ び 前 記 し た 身 体 部 分
の 皮 膚 温 度 変 化 の 測 定 が 、 睡 眠 障 害 を 検 出 す る た め に 、 少 な く と も 部 分 的 に 、 被 験 者 が 眠
っ て い る 間 に 実 行 さ れ る 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
　 被 験 者 の 血 流 速 度 を 測 定 お よ び 記 録 す る 、
こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ８ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る 方 法 で あ っ て ：
　 被 験 者 を 提 供 し 、
　 被 験 者 の 腕 の 、 あ る 指 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、
　 被 験 者 の 前 記 指 の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し 、
　 前 記 指 へ の 血 流 を 実 質 的 に 止 め る よ う 、 自 動 的 に 血 管 刺 激 物 を 被 験 者 に 与 え 、
　 血 管 刺 激 物 を 与 え た の ち に 前 記 指 の 皮 膚 温 度 変 化 を 測 定 し 、
　 前 記 指 へ の 血 流 を 許 容 す る よ う 、 自 動 的 に 前 記 血 管 刺 激 物 を 除 去 し 、
　 前 記 血 管 刺 激 物 の 除 去 後 、 前 記 指 の 皮 膚 温 度 変 化 を 測 定 し 、
　 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の
健 康 条 件 を 判 別 す る 、
こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 前 記 血 管 刺 激 物 を 与 え る こ と が 、 被 験 者 の 腕 に 付 け ら れ た 膨 張 可 能 カ フ を 被 験 者 の 血 圧
よ り 高 い 圧 力 に ま で 膨 張 さ せ る こ と を 含 む 、 請 求 項 ６ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 被 験 者 の 対 側 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 、
こ と を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ６ ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 被 験 者 に お け る 医 学 的 状 態 の 治 療 の た め の 薬 を 選 択 す る 方 法 で あ っ て ：
　 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 薬 を 投 与 し 、
　 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 健 康 条 件 を ：
　 　 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、
　 　 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、
　 　 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 前 記 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 し 、
　 　 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者
の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る 、 と い う 方 法 を 使 っ て 判 別 し ；
　 そ の 薬 が 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 治 療 に 有 効 で あ る か ど う か を 判 別 し 、
　 そ の 薬 が 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 治 療 に お い て 有 効 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 他 の
被 験 者 に お け る 医 学 的 状 態 を 治 療 す る 際 に 使 用 す べ く そ の 薬 を 選 択 す る 、
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こ と を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 被 験 者 の た め の 栄 養 計 画 を 選 択 す る 方 法 で あ っ て ：
　 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 栄 養 計 画 を 実 施 し 、
　 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 健 康 条 件 を ：
　 　 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、
　 　 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、
　 　 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 し 、
　 　 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者
の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る 、 と い う 方 法 を 使 っ て 判 別 し ；
　 そ の 栄 養 計 画 が 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の た め に 有 効 で あ る か ど う か を 判 別 し 、 そ の 栄
養 計 画 が 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の た め に 有 効 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 他 の 被 験 者 の
た め に そ の 栄 養 計 画 を 選 択 す る 、
こ と を 含 む 方 法 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 は 、 2004年 7月 6日 に 出 願 さ れ た 、 米 国 仮 特 許 出 願 第 60/585773号 、 代 理 人 整 理 番
号 35449.4の 出 願 日 の 恩 恵 を 主 張 す る も の で あ り 、 そ の 開 示 は こ こ に 参 照 に よ り 組 み 込 ま
れ る 。 本 出 願 は 、 2004年 5月 26日 に 出 願 さ れ た 、 米 国 仮 特 許 出 願 第 60/574255号 、 代 理 人 整
理 番 号 35449.10の 出 願 日 の 恩 恵 を 主 張 す る も の で あ り 、 そ の 開 示 は こ こ に 参 照 に よ り 組 み
込 ま れ る 。 本 出 願 は 、 2004年 11月 8日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 特 許 出 願 第 60/626006号 、 代 理 人
整 理 番 号 35449.12の 出 願 日 の 恩 恵 を 主 張 す る も の で あ り 、 そ の 開 示 は こ こ に 参 照 に よ り 組
み 込 ま れ る 。 本 出 願 は 、 2004年 11月 15日 に 出 願 さ れ た 、 米 国 仮 特 許 出 願 第 60/628173号 、
代 理 人 整 理 番 号 35449.13の 出 願 日 の 恩 恵 を 主 張 す る も の で あ り 、 そ の 開 示 は こ こ に 参 照 に
よ り 組 み 込 ま れ る 。 本 出 願 は 、 2004年 11月 2日 に 出 願 さ れ た 米 国 仮 特 許 出 願 第 60/624146号
、 代 理 人 整 理 番 号 35449.14の 出 願 日 の 恩 恵 を 主 張 す る も の で あ り 、 そ の 開 示 は こ こ に 参 照
に よ り 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 開 示 は 、 概 略 的 に は 血 管 の 健 康 お よ び 神 経 血 管 の 状 態 に 、 よ り 詳 細 に は 一 つ ま た は 複
数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 お よ び 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 開 示 の あ る 側 面 に よ れ ば 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー お よ び 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身
体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 と を 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 装 置 が 提 供 さ れ る 。 該 結
合 手 段 は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ な が ら も 当 該 身 体 部 分
の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い よ う 機 能 し う る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 開 示 の あ る 側 面 に よ れ ば 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る 方 法 で あ っ て 、 被 験
者 を 提 供 し 、 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、 被 験 者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、 血 管 刺
激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度
変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ
と を 含 む 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 の あ る 側 面 に よ れ ば 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ
プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、 デ ー タ ベ ー ス か ら 複 数 の 温 度 デ ー タ を 取 得 す る よ う 適 応 さ れ た 検 索
エ ン ジ ン で あ っ て 該 温 度 デ ー タ が ベ ー ス ラ イ ン 温 度 、 第 一 の 傾 き を も つ ベ ー ス ラ イ ン 温 度
か ら の 温 度 降 下 、 達 成 さ れ た 最 低 温 度 、 第 二 の 傾 き を も つ 達 成 さ れ た 最 低 温 度 か ら の 温 度
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上 昇 、 ピ ー ク 温 度 お よ び 安 定 化 温 度 を 含 ん で い る よ う な 検 索 エ ン ジ ン と 、 検 索 エ ン ジ ン に
よ っ て 取 得 さ れ た デ ー タ を 処 理 す る よ う 適 応 さ れ た 処 理 エ ン ジ ン と 、 取 得 さ れ た 温 度 デ ー
タ に 基 づ い て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る よ う 動 作 す る 診 断 エ ン ジ ン と を 有 す る
コ ン ピ ュ ー タ プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の あ る 側 面 に よ れ ば 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 で あ っ て
、 被 験 者 を 提 供 し 、 被 験 者 の 血 流 速 度 を 測 定 し 、 被 験 者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、 血 管 刺 激 物
を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 血 流 速 度 の 変 化 を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 血 流 速 度 変 化 の う ち の 少
な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と を 含 む 方 法 が
提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の あ る 側 面 に よ れ ば 、 被 験 者 に お け る 医 学 的 状 態 の 治 療 の た め の 薬 を 選 択 す る た
め の 方 法 で あ っ て 、 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 薬 を 投 与 し 、 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 健 康
条 件 を ： 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、 該 一 ま た は 複 数 の 被 験
者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化
を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 該 一 ま た は 複 数 の
被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る と い う 方 法 を 使 っ て 判 別 し ； そ の 薬 が 該 一
ま た は 複 数 の 被 験 者 の 治 療 に 有 効 で あ る か ど う か を 判 別 し 、 そ の 薬 が 該 一 ま た は 複 数 の 被
験 者 の 治 療 に お い て 有 効 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 他 の 被 験 者 に お け る 医 学 的 状 態 を 治
療 す る 際 に 使 用 す べ く そ の 薬 を 選 択 す る こ と を 含 む 方 法 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 の あ る 側 面 に よ れ ば 、 被 験 者 の た め の 栄 養 計 画 を 選 択 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 栄 養 計 画 を 実 施 し 、 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 健 康 条 件 を ： 該 一
ま た は 複 数 の 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 血 管 刺 激
物 を 与 え 、 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 し 、 測
定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 該 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 の 一 つ
ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る と い う 方 法 を 使 っ て 判 別 し ； そ の 栄 養 計 画 が 該 一 ま た は
複 数 の 被 験 者 の た め に 有 効 で あ る か ど う か を 判 別 し 、 そ の 栄 養 計 画 が 該 一 ま た は 複 数 の 被
験 者 の た め に 有 効 で あ る と 判 別 さ れ た 場 合 に は 他 の 被 験 者 の た め に そ の 栄 養 計 画 を 選 択 す
る こ と を 含 む 方 法 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ こ で 図 １ を 参 照 す る と 、 あ る 例 示 的 な 具 現 で は 、 被 験 者 １ ０ は 上 腕 １ ２ 、 上 腕 よ り 遠
位 の 前 腕 １ ４ 、 前 腕 １ ４ よ り 遠 位 の 指 １ ６ を 含 ん で い る 。 あ る 例 示 的 な 具 現 で は 、 被 験 者
１ ０ は 、 上 腕 １ ２ 、 前 腕 １ ４ お よ び 指 １ ６ を 含 む 腕 と は 反 対 の 腕 に 対 側 指 １ ８ を 含 ん で い
る 。 あ る 例 示 的 な 具 現 で は 、 被 験 者 １ ０ は 脚 ２ ０ お よ び 脚 ２ ０ よ り 遠 位 の 足 指 ２ ２ を 含 ん
で い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 図 ２ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 で は 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 決 定 す る 装 置
１ ０ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ お よ び 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ に 動 作 可 能 的 に 結 合 さ れ
た コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ を 含 ん で い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １
０ ２ は た と え ば 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 通 常 の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム で あ り う る
。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は た と え ば 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て
い る 通 常 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー で あ り う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １
０ ４ は た と え ば 熱 電 対 、 サ ー ミ ス タ ー 、 抵 抗 温 度 検 出 器 、 熱 流 束 セ ン サ ー 、 液 晶 セ ン サ ー
、 赤 外 線 セ ン サ ー 、 熱 電 対 列 ま た は 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る そ の 他 の 多 様 な 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー で あ り う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 、 表 面 上 の あ
る 点 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る 赤 外 線 セ ン サ ー で あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー は 表 面 上 の あ る 領 域 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る 赤 外 線 セ ン サ ー で あ る 。 あ る 実 施 例
で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 使 い 捨 て で も よ い 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １

10

20

30

40

50

(8) JP 2008-500113 A 2008.1.10



０ ６ は た と え ば 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 通 常 の 血 管 刺 激 物 で よ く 、 そ れ に は 、 動
脈 を 圧 迫 す る た め の カ フ の よ う な 機 械 的 血 管 刺 激 物 、 ニ ト ロ グ リ セ リ ン ま た は 経 皮 的 物 質
、 交 感 神 経 作 用 剤 、 副 交 感 神 経 作 用 剤 、 ア セ チ ル コ リ ン 、 た と え ば ニ ト ロ プ ル シ ド も し く
は 三 硝 酸 グ リ セ リ ン な ど の 血 管 拡 張 性 硝 酸 塩 、 た と え ば ACE阻 害 薬 も し く は ア ン ギ オ テ ン
シ ン II受 容 体 拮 抗 薬 な ど の 内 皮 由 来 収 縮 因 子 の 阻 害 薬 、 た と え ば 超 酸 化 物 不 均 化 酵 素 な ど
の フ リ ー ラ ジ カ ル 捕 捉 薬 な ど の 細 胞 保 護 剤 、 た と え ば ア セ チ ル コ リ ン な ど の 内 皮 依 存 性 剤
お よ び ／ ま た は た と え ば ニ ト ロ プ ル シ ド も し く は 三 硝 酸 グ リ セ リ ン な ど の 内 皮 独 立 性 剤 の
よ う な 化 学 的 血 管 刺 激 物 、 学 力 試 験 、 暗 算 、 視 覚 刺 激 の よ う な 心 理 的 血 管 刺 激 物 、 ヴ ァ ル
サ ル ヴ ァ 法 、 傾 斜 試 験 、 運 動 、 全 身 加 温 、 全 身 冷 却 、 局 所 加 温 、 局 所 冷 却 、 対 側 の 手 の 握
り 、 対 側 の 手 の 冷 却 お よ び た と え ば 爪 床 圧 迫 な ど の 有 痛 刺 激 の よ う な 生 理 学 的 血 管 刺 激 物
な ら び に そ の 他 多 様 な も の が 含 ま れ る 。 実 施 例 で は 、 化 学 的 血 管 刺 激 物 は 、 血 管 を 、 内 皮
を 通 じ て 刺 激 す る こ と も あ る し 、 あ る い は 内 皮 を バ イ パ ス し て 直 接 に 血 管 壁 の 筋 肉 部 分 に
影 響 す る こ と も あ る 。 こ れ は 内 皮 独 立 性 で あ る 。 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 、 た と
え ば 、 神 経 血 管 刺 激 物 （ neuro-vasostimulant） 、 神 経 刺 激 物 （ neurostimulant） 、 血 管
収 縮 薬 、 血 管 拡 張 薬 、 内 温 層 刺 激 物 （ endothermal　 layer　 stimulant） ま た は 平 滑 筋 細
胞 も し く は 中 膜 刺 激 物 で あ り う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 神 経 血 管 刺 激 物 は 、 た と え ば 、 被 験
者 に グ ラ ス 一 杯 の 氷 水 を 飲 ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー １ ０ ４ お よ び 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 、 ブ ル ー ト ゥ ー ス 技 術 な ど を 含 む 無 線 接 続 の よ う な 無
線 接 続 を 通 じ て 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合 さ れ 、 こ れ に よ っ て 観 察 さ れ 、 お よ
び ／ ま た は こ れ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 当
技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な 従 来 式 医 療 装 置 に 結 合 さ れ う る 。 た と え ば 、 従 来 式
の パ ル ス 酸 素 濃 度 計 ま た は 従 来 式 の 血 圧 観 察 装 置 な ど で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 図 ３ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は デ ー タ ベ ー
ス １ ０ ２ ａ を 含 む 。 デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ に は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ が
動 作 可 能 的 に 結 合 さ れ て い る 。 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ お よ
び 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ に 動 作 可 能 的 に 結 合 さ れ て い る 。 プ ロ ッ ト エ ン
ジ ン １ ０ ２ ｄ が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ に 動 作 可 能 的 に 結 合 さ れ て い る 。 実 施 例 で は 、 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ お よ び プ ロ ッ ト エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｄ は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な 従 来 式 ソ フ ト ウ ェ ア エ ン ジ ン で あ
り う る 。 い く つ か の 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 た と え ば 図
１ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に
動 作 可 能 的 に 結 合 さ れ た 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 制 御 す る よ う 適 応 さ れ て い る 。 い く つ か
の 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物
１ ０ ６ の よ う な 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 動 作 可 能 的 に 結 合 さ れ た 血 管 刺 激 物 を 制
御 す る よ う 適 応 さ れ て い る 。 い く つ か の 実 施 形 態 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 デ
ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ 中 の デ ー タ を 取 得 し 、 該 デ ー タ を さ ま ざ ま な 方 法 で 操 作 す る よ う 適 応
さ れ て い る 。 そ う し た 操 作 に は 、 こ れ に 限 ら な い が 、 デ ー タ の 整 列 、 デ ー タ の プ ロ ッ ト お
よ び デ ー タ の 表 示 が 含 ま れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 、 た と え
ば 酸 素 を 放 出 す る と い っ た 治 療 機 能 を 実 行 す る よ う 動 作 し う る 治 療 装 置 に 結 合 さ れ て い る
。 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 、 た と え ば 緊 急 医 療 サ ー ビ ス に 連 絡 す
る よ う 動 作 し う る 警 告 装 置 に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ こ で 図 ３ ａ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ は 、 た と え ば
時 刻 Ａ に お け る 温 度 １ ０ ２ ａ ａ 、 時 刻 Ｂ に お け る 温 度 １ ０ ２ ａ ｂ 、 時 刻 Ｃ に お け る 温 度 １
０ ２ ａ ｃ か ら 時 刻 ｎ に お け る 温 度 １ ０ ２ ａ ｄ ま で と い っ た 複 数 の デ ー タ を 含 む 。 あ る 実 施
例 で は 、 温 度 デ ー タ は 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ と い っ
た 一 つ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら 、 あ る い は 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら 取 ら れ た
温 度 を 含 み う る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 こ こ で 図 ４ ａ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 、 シ
ャ ー シ １ ０ ２ ｅ を 含 ん で い る 。 シ ャ ー シ １ ０ ２ ｅ に コ ン ピ ュ ー タ ボ ー ド １ ０ ２ ｆ が 取 り 付
け ら れ て お り 、 該 コ ン ピ ュ ー タ ボ ー ド １ ０ ２ ｆ に 結 合 さ れ て い て こ れ か ら 伸 び る 、 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー カ ー ド １ ０ ２ ｇ お よ び 血 管 刺 激 物 カ ー ド １ ０ ２ ｈ を 含 ん で い る 。 ポ ン プ １
０ ２ ｉ は 線 １ ０ ２ ｊ に よ り 血 管 刺 激 物 カ ー ド １ ０ ２ ｈ に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 に お
い て 、 シ ャ ー シ １ ０ ２ ｅ は コ ン ピ ュ ー タ ボ ー ド １ ０ ２ ｆ へ の 無 線 通 信 を 許 容 す る た め に 無
線 イ ン タ ー フ ェ ー ス １ ０ ２ ｋ を 含 ん で い て も よ い 。 あ る 実 施 例 に お い て 、 シ ャ ー シ は 、 コ
ン ピ ュ ー タ ボ ー ド １ ０ ２ ｆ と の 通 信 を 許 容 す る た め の 、 表 面 に 取 り 付 け ら れ た 複 数 の 通 信
ポ ー ト １ ０ ２ １ を 含 ん で い て も よ い 。 あ る 実 施 例 に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー カ ー ド
１ ０ ２ ｇ は 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施
例 に お い て 、 血 管 刺 激 物 カ ー ド １ ０ ２ ｈ は ポ ン プ １ ０ ２ ｉ を 通 じ て 図 ２ に 示 さ れ て い る 血
管 刺 激 物 １ ０ ６ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 図 ４ ｂ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は シ ャ ー シ
１ ０ ２ ｍ 上 に 位 置 さ れ て い る 。 複 数 の 記 憶 ユ ニ ッ ト １ ０ ２ ｎ ａ お よ び １ ０ ２ ｎ ｂ が シ ャ ー
シ １ ０ ２ ｍ の 両 側 か ら 伸 び て お り 、 記 憶 ユ ニ ッ ト １ ０ ２ ｎ ａ が 図 ２ を 参 照 し つ つ 上 記 し た
血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の た め の 記 憶 を 提 供 し 、 記 憶 ユ ニ ッ ト １ ０ ２ ｎ ｂ が 図 ２ を 参 照 し つ つ 上
記 し た 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の た め の 記 憶 を 提 供 す る 。 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０
２ に よ っ て 収 集 さ れ た デ ー タ を 表 示 す る た め に デ ィ ス プ レ イ １ ０ ２ ｏ が シ ャ ー シ １ ０ ２ ｍ
の 頂 部 に 取 り 付 け ら れ て 位 置 さ れ て お り 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合 さ れ て い る
。 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ へ の 入 力 を 提 供 し 、 デ ィ ス プ レ イ １ ０ ２ ｏ に 表 示 さ れ た 情
報 を 操 作 す る た め に 入 力 装 置 １ ０ ２ ｐ が シ ャ ー シ １ ０ ２ ｍ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 あ る 実
施 例 で は 、 シ ャ ー シ １ ０ ２ ｍ は 、 該 シ ャ ー シ １ ０ ２ ｍ の 動 き を 許 容 す る よ う 機 能 し う る 複
数 の 車 輪 １ ０ ２ ｑ を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 、 該 コ ン ピ ュ
ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に よ っ て 収 集 さ れ た デ ー タ を 含 む 出 力 １ ０ ２ ｒ を 生 成 す る よ う 動 作 し
う る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 図 ５ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ０ ０ を 制 御 す る た
め の 方 法 が 図 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 ス テ ッ プ ２ ０ ２ に お い て 、 た と え ば 図 ３ に 示 さ れ て
い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 始 動 さ せ ら
れ る 。 ス テ ッ プ ２ ０ ２ で 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ を 始 動 さ せ る こ と で 、 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ が ス テ ッ プ ２ ０ ４ で 待 機 モ ー ド に は い る こ と が 許 容
さ れ る 。 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ０ ６ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 図 ２
に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー に 関 す る 温 度
の 記 録 を 開 始 す る 時 間 か ど う か を 判 別 す る 。 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 時 間 で な い 場 合 に は 、
方 法 ２ ０ ０ は ス テ ッ プ ２ ０ ４ に 戻 っ て 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 待 機 状 態
に 留 ま る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 時 間 で あ れ ば 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ
プ ２ ０ ６ で 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に 関 す る 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 次 い で 方 法 ２ ０
０ は ス テ ッ プ ２ ０ ８ に 進 み 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ２ １ ０ で
温 度 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ １ ０ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー エ ン ジ ン は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て な さ れ た 一 連 の 温 度 測 定 を 比 較
し 始 め る 。 判 断 ブ ロ ッ ク ２ １ ２ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 温 度 平 衡 に
達 し て い る か ど う か を 判 別 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て
記 録 さ れ た 温 度 の 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る と き に 温 度 平 衡 に 達 し て い る 。 平 衡 に 達 し て い
な い 場 合 に は 、 方 法 ２ ０ ０ は ス テ ッ プ ２ １ ０ に 戻 っ て 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０
２ ｂ は 温 度 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 平 衡 に 達 し て い る 場 合 、 方 法 ２ ０ ０ は ス テ ッ プ ２ １ ４ に 進 み 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ
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ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て な さ れ る 温 度 測 定 の 記 録 を 続 け る
。 判 断 ブ ロ ッ ク ２ １ ６ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 記 録 を 止 め る
か ど う か を 判 断 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ が 記 録 を
止 め る の は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ か ら の 温 度 測 定 値 が 安 定 化 し た と き で あ る 。 記
録 を 止 め る 時 間 で な い 場 合 に は 、 方 法 ２ ０ ０ は ス テ ッ プ ２ １ ４ に 戻 っ て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て な さ れ た 温 度 測 定 値 の 記
録 を 続 け る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 記 録 を 止 め る 時 間 で あ れ ば 、 方 法 ２ ０ ０ は ス テ ッ プ ２ １ ８ に 進 ん で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て な さ れ る 温 度 測 定 値 の 記 録
を 止 め る 。 本 方 法 は 次 い で ス テ ッ プ ２ ２ ０ に 進 み 、 こ こ で 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン
１ ０ ２ ｂ に よ っ て 記 録 さ れ た 温 度 測 定 値 が 、 た と え ば 図 ３ に 示 さ れ た デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２
の よ う な デ ー タ ベ ー ス に 保 存 さ れ る 。 方 法 ２ ０ ０ は 次 い で ス テ ッ プ ２ ２ ２ に 進 み 、 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン ２ ０ ０ が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 図 ６ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン ３ ０ ０ を 制 御 す る
方 法 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 た と え ば 図 ３ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ
の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が ス テ ッ プ ３ ０ ２ で 始 動 さ せ ら れ る 。 ス テ ッ プ ３ ０ ２ で 血 管
刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ を 始 動 さ せ る こ と で 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ が ス テ ッ プ ３
０ ４ で 待 機 モ ー ド に は い る こ と が 許 容 さ れ る 。 判 断 ブ ロ ッ ク ３ ０ ６ に お い て 、 血 管 刺 激 物
エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 、 図 １ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の よ う な 血 管 刺 激 物 を 作 用 さ
せ る か ど う か を 判 別 す る 。 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 時 間 で な い 場 合 に は 、 方 法 ３ ０
０ は ス テ ッ プ ３ ０ ４ に 戻 っ て 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 待 機 状 態 に 留 ま る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 時 間 で あ れ ば 、 方 法 ３ ０ ０ は ス テ ッ プ ３ ０ ８ に 進 み 、 血
管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 。 判 断 ブ ロ ッ ク ３ １ ０ で 、 血
管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る 時 間 か ど う か を 判 別 す る 。
血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る 時 間 で な い 場 合 に は 、 方 法 ３ ０ ０ は ス テ ッ プ ３ ０ ８ に 戻
っ て 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 状 態 に 保 つ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る 時 間 で あ れ ば 、 方 法 ３ ０ ０ は ス テ ッ プ ３ １ ２ に 進 ん で
、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る 。 方 法 ３ ０ ０ は 次 い で
ス テ ッ プ ３ １ ４ に 進 み 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 図 ７ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン ４ ０ ０ を 制 御 す る 方
法 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 た と え ば 図 ３ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の よ
う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が ス テ ッ プ ４ ０ ２ で 始 動 さ せ ら れ る 。 ス テ ッ プ ４ ０ ２ で プ ロ ッ ト エ
ン ジ ン １ ０ ２ ｄ を 始 動 さ せ る こ と で 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ が ス テ ッ プ ４ ０ ４ で 待 機
モ ー ド に は い る こ と が 許 容 さ れ る 。 判 断 ブ ロ ッ ク ４ ０ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０
２ ｄ は 、 デ ー タ を プ ロ ッ ト す る 時 間 か ど う か を 判 別 す る 。 デ ー タ を プ ロ ッ ト す る 時 間 で な
い 場 合 に は 、 方 法 ４ ０ ０ は ス テ ッ プ ４ ０ ４ に 戻 っ て プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 待 機 状 態
に 留 ま る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 デ ー タ を プ ロ ッ ト す る 時 間 で あ れ ば 、 方 法 ４ ０ ０ は ス テ ッ プ ４ ０ ８ に 進 み 、 プ ロ ッ ト エ
ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 た と え ば 図 ３ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ
ー ス か ら デ ー タ を 取 得 す る 。 判 断 ブ ロ ッ ク ４ １ ０ で 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 必 要 と
さ れ る デ ー タ の す べ て が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら 取 得 さ れ た か ど う か を 判 別 す る 。 デ ー
タ の す べ て が 取 得 さ れ て い な け れ ば 、 方 法 ４ ０ ０ は ス テ ッ プ ４ ０ ８ に 戻 っ て 、 プ ロ ッ ト エ
ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら の デ ー タ 取 得 を 続 け る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 必 要 と さ れ る デ ー タ の す べ て が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら 取 得 さ れ て い れ ば 、 本 方 法 は
ス テ ッ プ ４ １ ２ に 進 み 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は デ ー タ を プ ロ ッ ト す る 。 方 法 ４ ０ ０
は 次 い で ス テ ッ プ ４ １ ４ に 進 み 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で 図 ８ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る
方 法 ５ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 本 方 法 は ス テ ッ プ ５ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 で 始 ま る 。 ス テ ッ
プ ５ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 さ れ て い る 被 験 者 １ ０ の よ う な 被 験 者
に 方 法 ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に 食 事 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ５ ０ ０ を 実 施
す る 前 に 喫 煙 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に ア ル コ ー ル
も し く は カ フ ェ イ ン の 摂 取 を 控 え て も ら う こ と 、 あ る い は 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ５ ０ ０ を 実
施 す る 前 に い か な る 血 管 薬 の 使 用 も 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ５ ０ ０ を 実 施
す る 前 に 寒 気 へ の 暴 露 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ が 方 法 ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に 尿
意 切 迫 や 膀 胱 充 満 を 経 験 し て い な い こ と を 確 認 す る こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ５ ０ ０ を 実
施 す る 前 に 心 身 を は た ら か せ る こ と を 控 え て も ら う こ と 、 お よ び 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら
れ て い る 血 管 機 能 に 一 時 的 に 影 響 し う る そ の 他 の 多 様 な 要 因 を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は
、 ス テ ッ プ ５ ０ ２ で の 被 験 者 準 備 は 方 法 ５ ０ ０ が ス テ ッ プ ５ ０ ４ に 進 む よ り 少 な く と も 12
時 間 前 に 始 ま り う る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ ５ ０ ４ で は 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う
な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 被 験 者 １ ０ に 付 け ら れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー １ ０ ４ は 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 通 常 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー で あ り う る
。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 該 セ ン サ ー と 被 験 者 １ ０ と の 間 の 接
触 面 積 が 最 低 限 に な る よ う 設 計 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は
、 被 験 者 １ ０ に 付 け ら れ た と き 、 被 験 者 １ ０ に 最 低 限 の 圧 力 を 与 え る 。 あ る 実 施 例 で は 、
動 作 の 際 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る だ け で 、 被 験 者 １ ０ に
い か な る 信 号 も 導 入 し な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て 測 定
さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー は 、 断 熱 ま た は 発 汗 に よ っ て 影 響 さ れ な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 被 験 者 １ ０ に お け る 毛 細 管 流 を 変 え な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 被 験 者 １ ０ の 動 き を 制 約 せ ず 、 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 は 被 験 者 １ ０
の 動 き に よ っ て 影 響 さ れ な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ が 被
験 者 １ ０ の 異 な る 位 置 に 位 置 さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は
被 験 者 １ ０ の 、 た と え ば 指 １ ６ 、 前 腕 １ ２ 、 足 指 ２ ２ 、 脚 ２ ０ 、 耳 た ぶ 、 直 腸 ま た は 鼻 と
い っ た 身 体 部 分 に 位 置 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 被 験 者
１ ０ の 遠 位 の 抵 抗 性 （ resistant） 血 管 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る た め に 被 験 者 １ ０ に 付
け ら れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 た と え ば カ メ ラ 、 熱 セ ン
サ ー （ thermosensor） お よ び ／ ま た は 熱 電 対 と い っ た 赤 外 線 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス に
よ る 熱 応 答 の 可 視 化 を 許 容 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 皮
膚 表 面 と 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ と の 接 触 に 関 わ る 温 度 変 化 を 最 低 限 に し 、 該 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ が 、 皮 膚 温 度 を 変 え る が 血 流 、 皮 下 血 流 、 組 織 熱 生 成 お よ び ／ も
し く は 組 織 熱 変 換 （ tissue　 heat　 transduction） に 関 係 し て い な い 因 子 お よ び 条 件 に よ
っ て 影 響 さ れ る の を 最 小 限 に す る こ と を 許 容 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 方 法 ５ ０ ０ は 侵 襲 的
に 実 施 さ れ て も よ く 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 皮 膚 の 表 面 よ り 下 、 た と え ば 皮 下 領
域 、 筋 肉 内 領 域 、 血 管 内 領 域 、 周 辺 組 織 内 お よ び ／ ま た は 体 内 に 置 か れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ ５ ０ ６ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン
１ ０ ２ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル
ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 作 動 さ せ て 、 被 験 者 １ ０ の 温 度 の 記
録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連 続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は
、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ２ ｂ は 、 た と え ば 手 、 前 腕 、 足 、 脚 、 耳 た ぶ 、 直 腸 ま た は 鼻
と い っ た そ れ が 付 け ら れ て い る 被 験 者 の 体 の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ
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ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ２ ｂ は 温 度 を 測 定 す る た め に 被 験 者 １ ０ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実
施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者
１ ０ の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の ま わ り の 環
境 温 度 が 一 定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の ま わ り の 、
た と え ば 空 気 流 の よ う な 流 体 の 流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー １ ０ ４ は 、 顔 ま た は そ の 他 の 高 度 に 血 管 の あ る 領 域 の 熱 応 答 を 測 定 す る 赤 外 線 熱 エ
ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ ５ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 の 平
衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ５ ０ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ か ら の 一 連 の 温 度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ５ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の 温
度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合 、 温
度 セ ン サ ー エ ン ジ ン は ス テ ッ プ ５ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は
、 ス テ ッ プ ５ １ ０ で 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え
ば 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ５ １ ２ に 進 み 、 そ こ
で 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が 、 た と
え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の よ う な 血 管 刺 激 物 を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ ５ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
を 作 用 さ せ る こ と は た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す る こ と を 含 み う
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で
あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ５ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 被 験 者 １ ０ に そ の
化 学 物 質 を 所 定 量 投 与 す る こ と を 含 み う る 。 化 学 的 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 与 え る さ ら な る 方
法 と し て は 、 被 験 者 の 静 脈 ま た は 動 脈 へ の 注 射 、 被 験 者 １ ０ に 化 学 的 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を
傾 向 摂 取 し て も ら う こ と 、 被 験 者 １ ０ に 化 学 的 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 吸 入 し て も ら う こ と 、
被 験 者 １ ０ に 化 学 的 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 舌 下 吸 収 し て も ら う こ と 、 お よ び ／ ま た は 被 験 者
１ ０ に 化 学 的 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 皮 膚 を 通 じ て 拡 散 さ せ て も ら う こ と 、 た と え ば 被 験 者 に
内 皮 依 存 性 評 価 の た め に 1%塩 化 ア セ チ ル コ リ ン お よ び 内 皮 独 立 性 応 答 の た め に 1%ニ ト ロ プ
ル シ ド ナ ト リ ウ ム を 分 散 さ せ て も ら う こ と な ど が あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０
６ は 学 力 試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ５ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、
被 験 者 １ ０ に 学 力 試 験 を 始 め て も ら う こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０
６ を 与 え る こ と は 、 た と え ば 1%局 所 ア セ チ ル コ リ ン ク リ ー ム の よ う な 血 管 拡 張 薬 ク リ ー ム
を 被 験 者 １ ０ の 、 た と え ば 腹 部 の よ う な か な り の 皮 下 脂 肪 が 存 在 す る と こ ろ の 皮 膚 に す り
つ け る こ と を 含 み う る 。 そ し て 、 温 度 の 連 続 的 な 記 録 は 、 赤 外 線 熱 測 定 装 置 を 用 い て 被 験
者 １ ０ の 熱 応 答 を 可 視 化 す る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 与 え
る こ と は 、 た と え ば L-NAMEの よ う な 血 管 刺 激 物 の 修 飾 物 を 与 え る こ と を 含 み う る 。 こ れ は
酸 化 窒 素 ま た は 内 皮 細 胞 の 酸 化 窒 素 レ ベ ル を 上 げ る L-ア ル ギ ニ ン の 生 成 を 止 め る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス テ ッ プ ５ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め う
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ ５ １ ４ で 血
管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は
、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で あ っ て も よ く 、 ス テ
ッ プ ５ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 ス テ ッ プ ５ １ ２ に お い て 、 被 験 者
１ ０ に 対 す る そ の 化 学 物 質 の 効 果 が 所 定 の 時 間 で 消 え る よ う な 量 を 与 え る こ と を 含 み う る
。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ５ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 ス テ ッ プ
５ １ ２ で 与 え ら れ た 血 管 刺 激 性 化 学 物 質 の 効 果 を 打 ち 消 す た め に 被 験 者 １ ０ に 追 加 的 な 化
学 物 質 を 与 え る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 学 力 試 験 で あ っ て
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も よ く 、 ス テ ッ プ ５ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 被 験 者 １ ０ に 学 力 試
験 を 受 け る の を 中 止 し て も ら う こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は ス
テ ッ プ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ る 実 施 例 で
は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血
管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽
減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と
4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も
短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激
物 は ス テ ッ プ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む
試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を
提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 約 2分 で 作 用
が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管
刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル
ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ れ に よ り 、 方 法 ５ ０
０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を
軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ ５ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 の 平
衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ５ １ ６ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ５ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０
の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合
、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン は ス テ ッ プ ５ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 ス テ ッ プ ５ １ ８ で 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た
と え ば 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ５ ２ ０ に 進 み 、 そ こ
で 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ス テ ッ プ ５ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ５ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ５ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ て き た
温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ に よ
っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス に 保 存 さ
れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ス テ ッ プ ５ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の よ
う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ス テ ッ プ ５ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出
力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実 施
例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら れ
た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 被 験 者 １
０ の 複 数 位 置 か ら 取 ら れ た デ ー タ を 取 得 し 、 そ の デ ー タ の 平 均 値 を 時 間 を 追 っ て プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 被 験 者 １ ０ か ら 異 な る 時 刻 に
お い て 取 ら れ た デ ー タ を 取 得 し 、 そ の デ ー タ の 平 均 を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ こ で 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の
装 置 ６ ０ ０ の 代 替 的 な 実 施 形 態 は 、 図 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ ， ８ を 参 照 し て 上 記 し
た 装 置 １ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て デ ィ ス プ レ イ
６ ０ ２ 、 複 数 の 出 力 ボ タ ン ６ ０ ４ 、 複 数 の 結 合 線 ６ ０ ６ お よ び 血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８
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が あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は デ ィ ス プ レ イ ６ ０ ２ お よ び 複 数 の デ ィ ス プ レ イ 出
力 ボ タ ン ６ ０ ４ を 表 面 上 に 含 ん で い る 。 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ び １ ０
４ ｂ が コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に そ れ ぞ れ の 結 合 線 ６ ０ ６ に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。
加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 、 血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８ を そ の 長 さ の 先 端 に 沿 っ て 含 ん
で い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 、 被 験 者 の 血 圧 を 測 定 す る よ う 適
応 さ れ て い て も よ い 。 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ｂ と
実 質 的 に 同 様 で あ り 、 半 球 状 の 閉 端 １ ０ ４ ａ ｂ と 該 閉 端 １ ０ ４ ａ ｂ の 反 対 側 の 開 端 １ ０ ４
ａ ｃ を も つ 管 状 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ４ ａ ａ を 含 ん で い る 。 ハ ウ ジ ン グ １ ０ ４ ａ ａ は そ の 中 の 通
路 １ ０ ４ ａ ｄ を 定 義 し 、 該 通 路 １ ０ ４ ａ ｄ 内 に 位 置 さ れ 閉 端 １ ０ ４ ａ ｂ に 隣 接 す る 熱 エ ネ
ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ を 含 む 。 結 合 部 材 １ ０ ４ ａ ｆ は 通 路 １ ０ ４ ａ ｄ 内 に 開 端 １
０ ４ ａ ｃ に 隣 接 し て 位 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 図 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 図 ９ ａ
お よ び 図 ９ ｂ に 示 さ れ た 装 置 ６ ０ ０ を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の
方 法 ７ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ７ ０ ２ に お い て 、 被 験 者 １ ０ の 腕 １ ２
に 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 装 着 す る こ と を も っ て 始 ま る 。 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
を 腕 １ ２ に 固 定 す る の は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な く っ つ く 素 材 を 含 み う
る 血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８ に よ っ て な さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 方 法 ７
０ ０ の 間 着 座 位 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ ７ ０ ４ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ れ う
る 。 指 １ ６ は 、 該 指 １ ６ の 遠 位 端 が 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ に 結 合 さ れ る よ
う 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の 通 路 １ ０ ４ ａ ｄ 内 に 位 置 さ れ る 。 指 １ ６ が 熱 エ ネ ル
ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ に 結 合 さ れ る と 、 結 合 部 材 １ ０ ４ ａ ｆ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー １ ０ ４ ａ 中 に 指 １ ６ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ ７ ０ ６ で は 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０
２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ を 作 動 さ せ
、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連 続
的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ は 、 温 度 を 測 定 す
る た め に 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー １ ０ ４ ａ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温
度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の ま わ り の 環 境 温 度 が 一
定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の ま わ り の 、 た と え ば
空 気 流 の よ う な 流 体 の 流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ ７ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の
皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ７ ０ ８ に お い て 、 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら の 一 連 の 温 度
測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ７ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の 指
１ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し て い
な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ７ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と
す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ７ １ ０ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判
別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を
含 み う る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ７ １ ２ に 進 み 、 そ こ で た
と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が 加
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圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ７ １ ２ で 加 圧 カ フ 血 管
刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す
る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ス テ ッ プ ７ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用
を 止 め う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ７ １ ４ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め
る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
は ス テ ッ プ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ る 実 施
例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た
あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管
刺 激 物 は ス テ ッ プ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を
含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方
法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 約 2分 で
作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に
血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 、 熱 エ
ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ れ に よ り 、 方 法
７ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦
痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ ７ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の
皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ７ １ ６ で 、 熱 エ ネ ル
ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取
得 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ７ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０
の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し
て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ７ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ
う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ７ １ ８ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か
を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ
と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ７ ２ ０ に 進 み 、 そ こ で 温
度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ ７ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ７ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ７ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ て き た
指 １ ６ の 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０
２ ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス
に 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ ７ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の よ
う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ ７ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出
力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実 施
例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら れ
た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 こ こ で 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ １ ａ 、 １ １ ｂ 、 １ １ ｃ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 図
９ ａ お よ び 図 ９ ｂ に 示 さ れ た 装 置 ６ ０ ０ を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 ８ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ８ ０ ２ に お い て 、 被 験 者 １ ０ の 腕
１ ２ に 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 装 着 す る こ と を も っ て 始 ま る 。 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １
０ ６ を 腕 １ ２ に 固 定 す る の は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な く っ つ く 素 材 を 含
み う る 血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８ に よ っ て な さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 方
法 ８ ０ ０ の 間 着 座 位 に あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ス テ ッ プ ８ ０ ４ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ れ う
る 。 指 １ ６ は 、 該 指 １ ６ の 遠 位 端 が 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ に 結 合 さ れ る よ
う 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の 通 路 １ ０ ４ ａ ｄ 内 に 位 置 さ れ る 。 指 １ ６ が 熱 エ ネ ル
ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ に 結 合 さ れ る と 、 結 合 部 材 １ ０ ４ ａ ｆ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー １ ０ ４ ａ 中 に 指 １ ６ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ス テ ッ プ ８ ０ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ｂ が 被 験 者 １ ０ の 対 側 指 １ ８ に 装 着
さ れ う る 。 対 側 指 １ ８ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し つ つ 上 記 し た 熱 エ ネ ル
ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ 内 に 指 １ ６ が 位 置 さ れ た の と 実 質 的 に 同 じ 仕 方 で 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー １ ０ ４ ｂ 内 に 位 置 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー １ ０ ４ と 同 様 の 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 、 複 数 の 対 側 身 体 部 分 に 付 け ら れ う る 。
あ る 実 施 例 で は 、 対 側 身 体 部 分 は 、 被 験 者 １ ０ の う ち 、 ス テ ッ プ ８ １ ４ で 作 用 さ せ ら れ る
血 管 刺 激 物 に よ っ て 直 接 影 響 さ れ な い い か な る 身 体 部 分 を も 含 む 。 た と え ば 、 被 験 者 １ ０
の 上 で 血 管 刺 激 物 よ り も 遠 位 で な い 任 意 の 身 体 部 分 な ど で あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ｂ は 、 被 験 者 の 足 指 ２ ２ に 装 着 さ れ う る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ ８ ０ ８ で 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２
ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ を 作 動 さ せ 、 被
験 者 １ ０ の 指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８ の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度
デ ー タ は 連 続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ
び １ ０ ４ ｂ は 、 温 度 を 測 定 す る た め に 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８ の 皮 膚 に 接
触 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ び １ ０ ４ ｂ は 被 験 者 １ ０ の
指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８
の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ び １ ０ ４ ｂ
の ま わ り の 環 境 温 度 が 一 定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４
ａ お よ び １ ０ ４ ｂ の ま わ り の 、 た と え ば 空 気 流 の よ う な 流 体 の 流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ス テ ッ プ ８ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の
皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ８ １ ０ に お い て 、 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら の 一 連 の 温 度
測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ８ １ ２ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の 指
１ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し て い
な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ８ １ ０ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と
す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ８ １ ２ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判
別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を
含 み う る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ８ １ ４ に 進 み 、 そ こ で た
と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が 加
圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ８ １ ４ で 加 圧 カ フ 血 管
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刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す
る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ ８ １ ６ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用
を 止 め う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ８ １ ６ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め
る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
は ス テ ッ プ ８ １ ４ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ る 実 施
例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ８ １ ４ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ８ １ ４ で 作 用 さ せ た
あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管
刺 激 物 は ス テ ッ プ ８ １ ４ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を
含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方
法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ８ １ ４ で 作 用 さ せ た あ と 約 2分 で
作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に
血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 、 熱 エ
ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ れ に よ り 、 方 法
８ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦
痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ ８ １ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の
皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ８ １ ８ で 、 熱 エ ネ ル
ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取
得 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ８ ２ ０ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０
の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し
て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ８ １ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ
う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ８ ２ ０ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か
を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ
と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ８ ２ ２ に 進 み 、 そ こ で 温
度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ ８ ２ ４ に お い て 、 ス テ ッ プ ８ ０ ８ で 始 ま り 方 法 ８ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ て き た
指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８ の 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン
サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ
う な デ ー タ ベ ー ス に 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ ８ ２ ６ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の よ
う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ス テ ッ プ ８ ２ ８ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出
力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実 施
例 で は 、 指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８ に つ い て の デ ー タ が 同 じ グ ラ フ 上 に プ ロ ッ ト さ れ う る 。
あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か
ら 得 ら れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 指 １ ６ に お い て 測 定 さ れ た 温
度 変 化 は 、 対 側 指 １ ８ に お い て 測 定 さ れ た 温 度 変 化 に 基 づ い て 調 整 さ れ う る 。 た と え ば 、
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調 整 は 、 対 側 指 １ ８ に お い て 測 定 さ れ た 温 度 変 化 を 指 １ ６ に お い て 測 定 さ れ た 温 度 変 化 か
ら 引 く こ と 、 ま た は そ の 逆 を 含 み う る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ こ で 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ２ ａ 、 １ ２ ｂ 、 １ ２ ｃ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 図
９ ａ お よ び 図 ９ ｂ に 示 さ れ た 装 置 ６ ０ ０ を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 ９ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ９ ０ ２ に お い て 、 被 験 者 １ ０ の 脚
２ ０ に 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 装 着 す る こ と を も っ て 始 ま る 。 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １
０ ６ を 脚 ２ ０ に 固 定 す る の は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な く っ つ く 素 材 を 含
み う る 血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８ に よ っ て な さ れ う る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ ９ ０ ４ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ が 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２ に 装 着 さ れ
う る 。 足 指 ２ ２ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し つ つ 上 記 し た 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー １ ０ ４ ａ 内 に 位 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ ９ ０ ６ で は 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０
２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ を 作 用 さ せ
、 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連
続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ は 、 温 度 を 測 定
す る た め に 、 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー １ ０ ４ ａ は 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２
の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の ま わ り の 環 境
温 度 が 一 定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の ま わ り の 、
た と え ば 空 気 流 の よ う な 流 体 の 流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ ９ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２
の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ９ ０ ８ に お い て 、
熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら の 一 連 の 温
度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ９ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の 足
指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し
て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ９ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ
う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ９ １ ０ で 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う
か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 足 指 ２ ２ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す
る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 足 指 ２ ２ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ９ １ ２ に 進 み 、 そ こ で
た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が
加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ９ １ ２ で 加 圧 カ フ 血
管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに
す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ ９ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用
を 止 め う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ９ １ ４ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め
る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
は ス テ ッ プ ９ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ る 実 施
例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ９ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ９ １ ２ で 作 用 さ せ た
あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
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り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管
刺 激 物 は ス テ ッ プ ９ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を
含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方
法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ９ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 約 2分 で
作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に
血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 、 熱 エ
ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ れ に よ り 、 方 法
９ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦
痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ス テ ッ プ ９ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２
の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ９ １ ６ で 、 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら 一 連 の 温 度 測 定 を
取 得 す る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ９ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０
の 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に
達 し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ９ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出
し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ９ １ ８ で 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か
ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 足 指 ２ ２ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判
別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 足 指 ２ ２ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ９ ２ ０ に 進 み 、 そ こ で
温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 足 指 ２ ２ の 皮 膚 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る
。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ ９ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ９ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ９ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ て き た
足 指 ２ ２ の 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １
０ ２ ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー
ス に 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 ス テ ッ プ ９ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の よ
う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ス テ ッ プ ９ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出
力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実 施
例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら れ
た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ こ で 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の あ る 代
替 的 な 実 施 形 態 １ ０ ０ ０ は 、 図 ８ を 参 照 し て 上 記 し た 方 法 ５ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い
て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て ス テ ッ プ １ ０ ０ ２ で の 健 康 条 件 判 別 が あ る 。 あ る 実
施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ ２ で 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 １ ０ の 多 様 な 健 康 条 件
を 診 断 す る た め に 温 度 デ ー タ を 解 析 す る 健 康 管 理 専 門 家 に 関 わ り う る 。 い く つ か の 実 施 例
で は 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ ２ で 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管
障 害 の リ ス ク を 評 価 す る こ と 、 心 臓 病 の 進 行 の 監 視 、 肥 満 の 管 理 、 交 感 神 経 反 応 亢 進 の 検
査 （ screening） 、 高 血 圧 の 検 査 、 白 衣 高 血 圧 の 検 査 、 平 滑 筋 細 胞 機 能 障 害 の 検 査 、 糖 尿
病 発 症 の 予 測 、 フ ィ ッ ト ネ ス レ ベ ル の 判 別 、 リ ウ マ チ 性 障 害 の 血 管 効 果 の 評 価 、 レ イ ノ ー
現 象 の 検 査 、 結 合 組 織 障 害 の リ ス ク の 予 測 、 肺 高 血 圧 の リ ス ク の 判 別 、 禁 煙 計 画 の 監 視 、
た と え ば 睡 眠 無 呼 吸 の よ う な 睡 眠 障 害 の 監 視 を 含 む 。
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【 ０ ０ ８ ０ 】
　 こ こ で 図 １ ４ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の あ る 代
替 的 な 実 施 形 態 １ １ ０ ０ は 、 図 ８ を 参 照 し て 上 記 し た 方 法 ５ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い
て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て ス テ ッ プ １ １ ０ ２ で の 追 加 的 な 診 断 方 法 実 施 お よ び
ス テ ッ プ １ １ ０ ４ で の 健 康 条 件 判 別 が あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ １ ０ ２ で の 追 加
的 な 診 断 方 法 実 施 は 、 た と え ば 血 圧 、 グ ル コ ー ス レ ベ ル 、 内 部 温 度 お よ び そ の 他 多 様 な も
の を 測 定 す る こ と に 関 わ り う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ １ ０ ４ で の 健 康 条 件 の 判 別
は 、 被 験 者 １ ０ の 多 様 な 健 康 条 件 を 診 断 す る た め に 温 度 デ ー タ と と も に 追 加 的 診 断 方 法 か
ら 得 ら れ た デ ー タ を 解 析 す る 健 康 管 理 専 門 家 に 関 わ り う る 。 い く つ か の 実 施 例 で は 、 ス テ
ッ プ １ １ ０ ４ で 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 の リ ス
ク を 評 価 す る こ と 、 心 臓 病 の 進 行 の 監 視 、 肥 満 の 管 理 、 交 感 神 経 反 応 亢 進 の 検 査 （ screen
ing） 、 高 血 圧 の 検 査 、 白 衣 高 血 圧 の 検 査 、 平 滑 筋 細 胞 機 能 障 害 の 検 査 、 糖 尿 病 発 症 の 予
測 、 フ ィ ッ ト ネ ス レ ベ ル の 判 別 、 リ ウ マ チ 性 障 害 の 血 管 効 果 の 評 価 、 レ イ ノ ー 現 象 の 検 査
、 結 合 組 織 障 害 の リ ス ク の 予 測 、 肺 高 血 圧 の リ ス ク の 判 別 、 禁 煙 計 画 の 監 視 、 た と え ば 睡
眠 無 呼 吸 の よ う な 睡 眠 障 害 の 監 視 を 含 む 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ こ で 図 １ ５ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の あ る 代
替 的 な 実 施 形 態 １ ２ ０ ０ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し て
上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー １ ２ ０ ２ が あ る 。 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ２ ０ ２ は 線 ６ ０ ６ に よ り コ ン ピ
ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合 さ れ て お り 、 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ２ ０ ４ ａ 、
１ ２ ０ ４ ｂ 、 １ ２ ０ ４ ｃ を 含 む 手 袋 １ ２ ０ ２ ａ を 含 ん で お り 、 そ れ ら の 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定
デ バ イ ス は 手 袋 １ ２ ０ ２ ａ 上 の 種 々 の 位 置 に 位 置 さ れ て い る 。 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス
１ ２ ０ ４ ａ 、 １ ２ ０ ４ ｂ 、 １ ２ ０ ４ ｃ を 手 袋 １ ２ ０ ２ ａ 上 の 種 々 の 位 置 に 位 置 さ せ る こ と
で 、 装 置 か ら 装 置 へ の 血 流 速 度 が 計 算 で き る よ う に な る 。 あ る 実 施 例 で は 、 手 袋 １ ２ ０ ２
ａ は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ ま で 伸 び て 皮 膚 表 面 を 覆 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 こ こ で 図 １ ６ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の あ る 代
替 的 な 実 施 形 態 １ ３ ０ ０ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し て
上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー １ ３ ０ ２ が あ る 。 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ３ ０ ２ は 線 ６ ０ ６ に よ り コ ン ピ
ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合 さ れ て お り 、 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ３ ０ ２ を 被 験 者 １ ０
に 該 被 験 者 １ ０ の 温 度 を 実 質 的 に 変 え る こ と な く 結 合 す る よ う 機 能 で き る 結 合 器 １ ３ ０ ４
を 含 ん で い る 。 結 合 器 １ ３ ０ ４ は 、 被 験 者 １ ０ の 断 熱 を 限 定 す る メ ッ シ ュ 素 材 ま た は そ の
他 の 同 様 な 素 材 で あ り う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 結 合 器 １ ３ ０ ４ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １
３ ０ ２ を 皮 膚 表 面 と 、 最 低 限 の 圧 力 、 接 触 面 積 お よ び 断 熱 を も っ て 接 触 を 保 つ よ う 機 能 で
き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ こ で 図 １ ７ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の あ る 代
替 的 な 実 施 形 態 １ ４ ０ ０ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し て
上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て 支 持 ス
ト ラ ッ プ １ ４ ０ ２ が あ る 。 支 持 ス ト ラ ッ プ １ ４ ０ ２ に よ り 、 当 該 装 置 １ ４ ０ ０ は 、 た と え
ば 24時 間 な ど の 所 定 の 時 間 期 間 を 通 じ た 当 該 装 置 の 反 復 使 用 の た め に 、 被 験 者 １ ０ に 結 合
さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 支 持 ス ト ラ ッ プ ９ ０ ２ は 被 験 者 に つ い て 歩 行 時 の 測 定 を 許 容
す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ こ で 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ７ 、 １ ８ ａ 、 １ ８ ｂ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 図 １
７ に 示 さ れ た 装 置 １ ４ ０ ０ を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 １ ５
０ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ １ ５ ０ ２ に お い て 、 被 験 者 １ ０ の 腕 １ ２ に 加
圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 装 着 す る こ と を も っ て 始 ま る 。 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 腕
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１ ２ に 固 定 す る の は 、 血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８ に よ っ て 、 お よ び 固 定 ス ト ラ ッ プ １ ４ ０
２ を 用 い て な さ れ う る 。 固 定 ス ト ラ ッ プ が 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 腕 １ ２ 上 で 適 正 な
位 置 に 保 つ 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ０ ４ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ れ う
る 。 指 １ ６ は 、 該 指 １ ６ の 遠 位 端 が 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ｅ に 結 合 さ れ る よ う
、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の 通 路 １ ０ ４ ｄ 内 に 位 置 さ れ る 。 指 １ ６ が 熱 エ ネ ル ギ ー 測
定 デ バ イ ス １ ０ ４ ｅ に 結 合 さ れ る と 、 結 合 部 材 １ ０ ４ ｆ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ 中
に 指 １ ６ を 固 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ０ ６ で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ が 被 験 者 １ ０ の 上 に 装 着 さ れ う る
。 あ る 実 施 例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 被 験 者 １ ０ の 上 に 、 ベ ル ト 、 ウ エ ス ト
バ ン ド ま た は 被 験 者 １ ０ の 衣 類 の 他 の 品 に 結 合 す る こ と に よ っ て 装 着 さ れ う る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ０ ８ で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ が 待 機 状 態 に 置 か れ る 。 あ る 実 施
例 で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ が ス テ ッ プ １ ５ ０ ８ で 待 機 状 態 に あ る と き 、 該 コ ン
ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 電 源 投 入 さ れ て い る が 、 該 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ 内 で の
電 力 を 節 約 す る た め 動 作 し て は い な い 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク １ ５ １ ０ で は 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 、 当 該 装 置 １ ４ ０ ０ が 動 作
す る よ う 予 定 さ れ て い る か ど う か を 検 査 す る 。 当 該 装 置 １ ４ ０ ０ が 動 作 す る よ う 予 定 さ れ
て い な い 場 合 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は ス テ ッ プ １ ５ ０ ８ で 待 機 状 態 に 戻 る 。 あ る 実 施 例
で は 、 当 該 装 置 は 、 た と え ば 24時 間 の よ う な あ る 所 定 の 時 間 期 間 を 通 じ て 定 期 的 に 動 作 す
る よ う 予 定 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 当 該 装 置 １ ４ ０ ０ が 動 作 す る よ う 予 定 さ れ て い る 場 合 、 当 該 方 法 １ ５ ０ ０ は ス テ ッ プ １
５ １ ２ に 進 み 、 そ こ で た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２
ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ を 作 用 さ せ て 被
験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー １ ０ ４ は 連 続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、
温 度 を 測 定 す る た め に 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル
ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の ま わ り の 環 境 温
度 が 一 定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の ま わ り の 、 た と
え ば 空 気 流 の よ う な 流 体 の 流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ １ ４ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ５ １ ４ で 、 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ か ら 一 連 の 温 度 測 定 を
取 得 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク １ ５ １ ６ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １
０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達
し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ １ ５ １ ４ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出
し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ５ １ ６ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か
ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別
す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ５ １ ８ に 進 み 、 そ こ で
た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が
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加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ５ １ ８ で 加 圧 カ フ
血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHg
に す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ２ ０ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作
用 を 止 め う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ５ ２ ０ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を
止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １
０ ６ は ス テ ッ プ １ ５ １ ８ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ５ １ ８ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る
。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に
伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ５ １ ８ で
作 用 さ せ た あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の
失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ５ １ ８ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ５ １ ８ で 作 用 さ せ
た あ と 約 2分 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験
者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ
れ に よ り 、 方 法 １ ５ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血
管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ２ ２ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ５ ２ ２ で 、 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ か ら 一 連 の 温 度 測 定 を
取 得 す る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク １ ５ ２ ４ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １
０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達
し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ １ ５ ２ ２ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出
し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ５ ２ ４ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か
ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別
す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ５ ２ ６ に 進 み 、 そ こ で
温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ２ ８ に お い て 、 ス テ ッ プ １ ５ １ ２ で 始 ま り 方 法 １ ５ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 指 １ ６ の 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ
ベ ー ス に 保 存 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ３ ０ に お い て 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ は 、 装 置 １ ４ ０ ０ に つ い て ま
だ 予 定 さ れ て い る 実 行 が あ る か ど う か を 検 査 す る 。 装 置 １ ４ ０ ０ に つ い て 予 定 さ れ て い る
実 行 が ま だ あ る 場 合 に は 、 本 方 法 １ ５ ０ ０ は ス テ ッ プ １ ５ ０ ８ に 戻 り 、 コ ン ピ ュ ー タ シ ス
テ ム １ ０ ２ は 待 機 状 態 に な る 。 あ る 実 施 例 で は 、 当 該 装 置 は 、 た と え ば 24時 間 な ど の 所 定
の 時 間 期 間 を 通 じ て 定 期 的 に 動 作 す る よ う 予 定 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 装 置 １ ４ ０ ０ に つ い て そ れ 以 上 予 定 さ れ た 実 行 が な い 場 合 に は 、 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ５
３ ２ に 進 ん で 、 そ こ で た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の よ う な プ
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ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ ５ ３ ４ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 こ こ で 図 １ ９ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す
る 方 法 １ ６ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ６ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 で 始 ま る 。
ス テ ッ プ １ ６ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 さ れ て い る 被 験 者 １ ０ の よ う
な 被 験 者 に 方 法 １ ６ ０ ０ を 受 け る 前 に 食 事 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 １ ６
０ ０ を 受 け る 前 に 喫 煙 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 １ ６ ０ ０ を 受 け る 前 に ア
ル コ ー ル も し く は カ フ ェ イ ン の 摂 取 を 控 え て も ら う こ と 、 あ る い は 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 １
６ ０ ０ を 受 け る 前 に い か な る 血 管 薬 の 使 用 も 控 え て も ら う こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ０ ４ で は 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ
う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー が 被 験 者 １ ０ に 付 け ら れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー
セ ン サ ー １ ０ ４ は 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 通 常 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー で あ り う
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 該 セ ン サ ー と 被 験 者 １ ０ と の 間 の
接 触 面 積 が 最 低 限 に な る よ う 設 計 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４
は 、 被 験 者 １ ０ に 付 け ら れ た と き 、 被 験 者 １ ０ に 最 低 限 の 圧 力 を 与 え る 。 あ る 実 施 例 で は
、 動 作 の 際 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る だ け で 、 被 験 者 １ ０
に い か な る 信 号 も 導 入 し な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ に よ っ て 測
定 さ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー は 、 断 熱 ま た は 発 汗 に よ っ て 影 響 さ れ な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 被 験 者 １ ０ に お け る 毛 細 管 流 を 変 え な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 被 験 者 １ ０ の 動 き を 制 約 せ ず 、 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 は 被 験 者 １
０ の 動 き に よ っ て 影 響 さ れ な い 。 あ る 実 施 例 で は 、 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ が
被 験 者 １ ０ の 異 な る 位 置 に 位 置 さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４
は 被 験 者 １ ０ の 、 た と え ば 指 １ ６ 、 前 腕 １ ２ 、 足 指 ２ ２ 、 脚 ２ ０ 、 耳 た ぶ 、 直 腸 ま た は 鼻
と い っ た 身 体 部 分 に 位 置 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 被 験
者 １ ０ の 遠 位 の 抵 抗 性 （ resistant） 血 管 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る た め に 被 験 者 １ ０ に
付 け ら れ う る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ０ ６ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 作 動 さ せ て 、 被 験 者 １ ０ の 温 度
の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連 続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例
で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 、 た と え ば 手 、 前 腕 、 足 、 脚 、 耳 た ぶ ま た は 鼻 と い
っ た そ れ が 置 か れ て い る 被 験 者 の 体 の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ
ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 温 度 を 測 定 す る た め に 被 験 者 １ ０ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実 施 例 で は
、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ は 被 験 者 １ ０ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 皮 膚
温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の ま わ り の 環 境 温 度 が 一
定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の ま わ り の 、 た と え ば 空
気 流 の よ う な 流 体 の 流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 平 衡 を
検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ６ ０ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら の 一 連 の 温 度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク １ ６ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ が
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平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー
エ ン ジ ン は ス テ ッ プ １ ６ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ
プ １ ６ １ ０ で 被 験 者 １ ０ が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 被 験 者 １ ０
の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ６ １ ２ に 進 み 、 そ
こ で 被 験 者 １ ０ の 第 二 の 身 体 部 分 が 水 に 入 れ ら れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 水 は 氷 水 で も よ い
。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ １ ４ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 の
記 録 を 続 け る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 所 定 の 時 間 後 に 被 験
者 １ ０ の 温 度 の 記 録 を 止 め る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ １ ８ に お い て 、 ス テ ッ プ １ ６ ０ ６ で 始 ま り 方 法 １ ６ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２
ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス に
保 存 さ れ る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ２ ０ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の
よ う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ２ ２ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ス テ ッ プ １ ６ ２ ４ で は 、 被 験 者 １ ０ の 多 様 な 健 康 条 件 を 診 断 す る た め に 、 健 康 専 門 家 が
方 法 １ ６ ０ ０ を 通 じ て 得 ら れ た デ ー タ を 分 析 し う る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ こ で 図 ２ ０ ａ お よ び ２ ０ ｂ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 一 つ ま た は 複 数 の 健
康 条 件 を 判 別 す る 方 法 １ ７ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ７ ０ ２ で の 被 験 者 の
準 備 で 始 ま る 。 ス テ ッ プ １ ７ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 さ れ て い る 被
験 者 １ ０ の よ う な 被 験 者 に 方 法 １ ７ ０ ０ を 受 け る 前 に 食 事 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者
１ ０ に 方 法 １ ７ ０ ０ を 受 け る 前 に 喫 煙 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 １ ７ ０ ０
を 受 け る 前 に ア ル コ ー ル も し く は カ フ ェ イ ン の 摂 取 を 控 え て も ら う こ と 、 あ る い は 該 被 験
者 １ ０ に 方 法 １ ７ ０ ０ を 受 け る 前 に い か な る 血 管 薬 の 使 用 も 控 え て も ら う こ と を 含 み う る
。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ ０ ４ で は 、 被 験 者 １ ０ の 第 一 の 身 体 部 分 が 媒 体 に 入 れ ら れ る 。 あ る 実 施 例
で は 、 該 媒 体 は 、 被 験 者 １ ０ の 前 記 身 体 部 分 と た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー
セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー と の 間 の 最 大 の 熱 移 動 を 与 え る た め に 最 小
の 比 熱 容 量 お よ び ／ ま た は 最 大 の 熱 伝 導 率 を 有 す る 媒 体 で あ り う る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ ０ ６ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 、 た と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 作 動 さ せ て 、 媒 体 の 温 度 の 記 録
を 開 始 す る 。
【 ０ １ １ ６ 】
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　 ス テ ッ プ １ ７ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 媒 体 の 平 衡 を 検 出 し
よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ７ ０ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら の 一 連 の 温 度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク １ ７ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 媒 体 が 平 衡 に
達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 媒 体 が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０
２ ｂ は ス テ ッ プ １ ７ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １
７ １ ０ で 媒 体 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 媒 体 の 温 度 変 化 が 0.1
° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 媒 体 の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ７ １ ２ に 進 み 、 そ こ で た
と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が た
と え ば 図 １ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の よ う な 血 管 刺 激 物 を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施
例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １
０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す る こ と を 含
み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物
質 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 被 験 者 １ ０
に そ の 化 学 物 質 を 所 定 量 投 与 す る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は
学 力 試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 被
験 者 １ ０ に 学 力 試 験 を 始 め て も ら う こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め
う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ４
で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で あ っ て も よ く 、
ス テ ッ プ １ ７ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ２ に お い て
、 被 験 者 １ ０ に 対 す る そ の 化 学 物 質 の 効 果 が 所 定 の 時 間 で 消 え る よ う な 量 を 与 え る こ と を
含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は
、 ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 与 え ら れ た 血 管 刺 激 性 化 学 物 質 の 効 果 を 打 ち 消 す た め に 被 験 者 １ ０
に 追 加 的 な 化 学 物 質 を 与 え る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 学 力
試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 被 験
者 １ ０ に 学 力 試 験 を 受 け る の を 中 止 し て も ら う こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺
激 物 は ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る
。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に
伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で
作 用 さ せ た あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の
失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ １ ７ １ ２ で 作 用 さ せ
た あ と 約 2分 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験
者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ
れ に よ り 、 方 法 １ ７ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血
管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 媒 体 の 温 度 の 平 衡 を
検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ １ ７ １ ６ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ
ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取 得 す る 。
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【 ０ １ ２ １ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク １ ７ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 媒 体 の 温
度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 媒 体 の 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン
サ ー エ ン ジ ン は ス テ ッ プ １ ７ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス
テ ッ プ １ ７ １ ８ で 媒 体 の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 媒 体 の
温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 媒 体 の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ １ ７ ２ ０ に 進 み 、 そ こ で 温
度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 媒 体 の 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ １ ７ ０ ６ で 始 ま り 方 法 １ ７ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２
ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス に
保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の
よ う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ７ ２ ８ で は 、 被 験 者 １ ０ の 多 様 な 健 康 条 件 を 診 断 す る た め に 、 健 康 専 門 家 が
方 法 １ ７ ０ ０ を 通 じ て 得 ら れ た デ ー タ を 分 析 し う る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 こ こ で 図 ２ １ を 参 照 す る と 、 健 康 な 被 験 者 に つ い て 、 方 法 ５ ０ ０ 、 ７ ０ ０ 、 ８ ０ ０ 、 ９
０ ０ 、 １ ０ ０ ０ 、 １ １ ０ ０ 、 １ ５ ０ ０ 、 １ ６ ０ ０ ま た は １ ７ ０ ０ の 間 の 温 度 対 時 間 の 代 表
的 な 実 験 グ ラ フ １ ８ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 グ ラ フ １ ８ ０ ０ は 図 ２ に 示 さ
れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ に よ っ て 生 成 さ れ る 。 被 験 者 が 、 た と え ば 図 １ に 示 さ
れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 結 合 し て も ら っ た
あ と 定 常 温 度 に 達 し た と き に ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ が 達 成 さ れ る 。 時 刻 １ ８ ０ ４ に お
い て 、 血 管 刺 激 物 が 作 用 さ せ ら れ 、 被 験 者 の 温 度 が 降 下 し 、 傾 斜 １ ８ ０ ６ を 生 じ る 。 時 刻
１ ８ ０ ８ に お い て 、 血 管 刺 激 物 の 作 用 が 止 め ら れ 、 被 験 者 の 温 度 は 上 昇 し 、 傾 斜 １ ８ １ ０
が 生 じ る 。 被 験 者 の 温 度 は ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ を 横 切 っ て ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ に 達
す る 。 そ の 後 、 温 度 は ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ に 戻 る 。 グ ラ フ １ ８ ０ ０ に 示 さ れ て い る
デ ー タ か ら は い く つ か の 測 定 が な さ れ う る 。 そ れ に は 、 こ れ に 限 ら な い が 、 ベ ー ス ラ イ ン
温 度 １ ８ ０ ２ と 時 刻 １ ８ ０ ８ に 記 録 さ れ る 温 度 と の 間 の 降 下 （ fall） 温 度 差 T F 、 ベ ー ス ラ
イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ と ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ と の 間 の 反 跳 （ rebound） 温 度 T R 、 時 刻 １ ８ ０ ８
に 記 録 さ れ た 温 度 と ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ と の 間 の 最 低 値 ‐ ピ ー ク （ nadir　 to　 peak） 温
度 変 化 T N P 、 温 度 降 下 時 間 T T F 、 温 度 反 跳 時 間 T T R 、 温 度 安 定 化 時 間 T S 、 傾 斜 １ ８ ０ ６ お よ
び １ ８ １ ０ の 急 峻 度 、 時 刻 0と 時 刻 １ ８ ０ ８ と の 間 で 温 度 曲 線 と 時 刻 １ ８ ０ ８ に 達 し た 温
度 と に よ っ て 境 さ れ る 温 度 曲 線 の 下 の 面 積 、 時 刻 １ ８ ０ ８ と ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ の 時 刻 と
の 間 で 温 度 曲 線 と 時 刻 １ ８ ０ ８ に 達 し た 温 度 と に よ っ て 境 さ れ る 温 度 曲 線 の 下 の 面 積 、 な
ら び に 時 刻 １ ８ ０ ８ と 温 度 が 安 定 化 す る 時 刻 と の 間 で 温 度 曲 線 と 時 刻 １ ８ ０ ８ に 達 し た 温
度 と に よ っ て 境 さ れ る 温 度 曲 線 の 下 の 面 積 が 含 ま れ る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 健 康 な 血 管 反 応 性 は T F よ り も 大 き な T N P の 値 に よ っ て 示 さ れ う る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 不 健 康 な 血 管 反 応 性 は T F よ り も 小 さ な T N P の 値 に よ っ て 示 さ れ う る 。 あ る
実 施 例 で は 、 不 健 康 な 血 管 反 応 性 は T R の 負 の 値 に よ っ て 示 さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 グ
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ラ フ １ ８ ０ ０ と 同 様 の い く つ か の グ ラ フ が 被 験 者 に つ い て 取 ら れ 、 次 い で そ れ ら を 平 均 す
る こ と で そ の 被 験 者 に つ い て の 平 均 グ ラ フ が 得 ら れ る 。 こ の 平 均 グ ラ フ が あ る 時 間 期 間 に
わ た る そ の 被 験 者 の 平 均 応 答 を 示 し う る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 T R の 値 は 以 下 の パ ラ メ ー タ に 基 づ い た 熱 流 を 計 算 す る た め の 熱 力 学 的
方 程 式 を 使 っ て 規 格 化 さ れ う る ： ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 降 下 温 度 変 化 T F 、 環 境 室 温
、 核 心 温 度 、 組 織 熱 容 量 、 組 織 代 謝 率 、 組 織 熱 伝 導 、 試 験 体 積 の 質 量 、 当 該 方 法 を 実 施 す
る 位 置 、 血 流 速 度 、 当 該 方 法 の 間 の 被 験 者 １ ０ の 場 所 な ら び に T R の 値 に 影 響 し う る そ の 他
多 様 な 物 理 的 お よ び ／ ま た は 生 理 学 的 因 子 で あ る 。 図 ８ と の 関 連 で 上 記 し た 方 法 ５ ０ ０ の
あ る 実 施 例 に お い て 、 環 境 温 度 22° Cが 測 定 さ れ た 。 第 一 の 被 験 者 が 試 験 さ れ 、 ベ ー ス ラ
イ ン 温 度 が 35° C、 T F が 2° C、 T R が 0.5° Cと 見 出 さ れ た 。 第 一 の 被 験 者 の よ う な 被 験 者 は
、 環 境 温 度 よ り も 著 し く 高 い ベ ー ス ラ イ ン 温 度 を 有 し て お り 、 そ の よ う な 被 験 者 は 通 常 よ
り も 高 い T F お よ び 通 常 よ り も 低 い T R を 経 験 す る こ と が 期 待 さ れ る 。 さ ら に は 、 被 験 者 の 核
心 温 度 よ り も 著 し く 高 い ベ ー ス ラ イ ン 温 度 を も つ 被 験 者 は 、 通 常 よ り も 高 い T F お よ び 通 常
よ り も 低 い T R を 経 験 す る こ と が 期 待 さ れ る 。 第 二 の 被 験 者 が 試 験 さ れ 、 ベ ー ス ラ イ ン 温 度
が 25° C、 T F が 1° C、 T R が 3° Cと 見 出 さ れ た 。 第 二 の 被 験 者 の よ う な 被 験 者 は 、 環 境 温 度
に 近 い ベ ー ス ラ イ ン 温 度 を 有 し て お り 、 そ の よ う な 被 験 者 は 通 常 よ り も 低 い T F お よ び 通 常
よ り も 高 い T R を 経 験 す る こ と が 期 待 さ れ る 。 さ ら に は 、 被 験 者 の 核 心 温 度 に 近 い ベ ー ス ラ
イ ン 温 度 を も つ 被 験 者 は 、 通 常 よ り も 低 い T F お よ び 通 常 よ り も 高 い T R を 経 験 す る こ と が 期
待 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 こ こ で 図 ２ ２ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 1 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ に 関 し て グ ラ フ EXP 1
A が 得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激
物 の 作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま
せ る こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 被 験 者 は 約 30° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 29.1° Cの
時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 31° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 1° Cの 反 跳 温 度 変 化 T R を
示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反 跳 温 度 変 化 T R の 正 の 値 の た め 、 良 好 な 内 皮 機 能 を 示 し て い
た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 こ こ で 図 ２ ３ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 2 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ に 関 し て グ ラ フ EXP 2
A が 得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激
物 の 作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま
せ る こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 被 験 者 は 約 31.2° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 30.6° C
の 時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 31.4° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 0.2° Cの 反 跳 温 度 変
化 T R を 示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反 跳 温 度 変 化 T R の 正 の 値 の た め 、 良 好 な 内 皮 機 能 を 示
し て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 こ こ で 図 ２ ４ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 3 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ EXP 3 A A に 、 対 照 と し
て 使 う た め の 対 側 指 の 温 度 に 関 係 す る デ ー タ EXP 3 A B も 含 め た も の に 関 し て グ ラ フ EXP 3 A が
得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激 物 の
作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま せ る
こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 デ ー タ EXP 3 A A は 約 34.5° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 33° C
の 時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 34° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 0.5° Cの 反 跳 温 度 変 化 T

R を 示 し た 。 デ ー タ EXP 3 A B は 約 35° Cの 対 照 温 度 を 示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反 跳 温 度 変
化 T R の 負 の 値 の た め 、 悪 い 内 皮 機 能 を 示 し て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 こ こ で 図 ２ ５ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 4 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
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対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ EXP 4 A A に 、 対 照 と し
て 使 う た め の 対 側 指 の 温 度 に 関 係 す る デ ー タ EXP 4 A B も 含 め た も の に 関 し て グ ラ フ EXP 4 A が
得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激 物 の
作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま せ る
こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 デ ー タ EXP 4 A A は 約 30.5° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 29.5
° Cの 時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 31.2° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 0.7° Cの 反 跳 温 度
変 化 T R を 示 し た 。 デ ー タ EXP 4 A B は 約 29.5° Cの 対 照 温 度 を 示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反
跳 温 度 変 化 T R の 正 の 値 の た め 、 良 好 な 内 皮 機 能 を 示 し て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 こ こ で 図 ２ ６ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 5 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ EXP 5 A A に 、 対 照 と し
て 使 う た め の 対 側 指 の 温 度 に 関 係 す る デ ー タ EXP 5 A B も 含 め た も の に 関 し て グ ラ フ EXP 5 A が
得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激 物 の
作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま せ る
こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 デ ー タ EXP 5 A A は 約 34° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 31.5° C
の 時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 33.5° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 0.5° Cの 反 跳 温 度 変
化 T R を 示 し た 。 デ ー タ EXP 5 A B は 約 34.5° Cの 対 照 温 度 を 示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反 跳
温 度 変 化 T R の 負 の 値 の た め 、 悪 い 内 皮 機 能 を 示 し て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 こ こ で 図 ２ ７ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 6 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ EXP 6 A A に 、 対 照 と し
て 使 う た め の 対 側 指 の 温 度 に 関 係 す る デ ー タ EXP 6 A B も 含 め た も の に 関 し て グ ラ フ EXP 6 A が
得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激 物 の
作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま せ る
こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 デ ー タ EXP 6 A A は 約 33.4° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 32.8
° Cの 時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 33.8° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 0.4° Cの 反 跳 温 度
変 化 T R を 示 し た 。 デ ー タ EXP 6 A B は 約 33.7° Cの 対 照 温 度 を 示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反
跳 温 度 変 化 T R の 正 の 値 の た め 、 良 好 な 内 皮 機 能 を 示 し て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ こ で 図 ２ ８ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 7 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 実 施 さ れ 、 そ の 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度 変 化 に 関 係 す る デ ー タ EXP 7 A A に 、 対 照 と し
て 使 う た め の 対 側 指 の 温 度 に 関 係 す る デ ー タ EXP 7 A B も 含 め た も の に 関 し て グ ラ フ EXP 7 A が
得 ら れ た 。 血 管 刺 激 物 と し て は 加 圧 カ フ が 用 意 さ れ 、 時 刻 １ ８ ０ ４ に お け る 血 管 刺 激 物 の
作 用 お よ び 時 刻 １ ８ ０ ８ に お け る 作 用 停 止 は 加 圧 カ フ を 膨 張 さ せ る こ と お よ び し ぼ ま せ る
こ と に よ り 実 現 さ れ た 。 デ ー タ EXP 7 A A は 約 33.1° Cの ベ ー ス ラ イ ン 温 度 １ ８ ０ ２ 、 約 32.1
° Cの 時 刻 １ ８ ０ ８ で の 温 度 、 約 33.1° Cの ピ ー ク 温 度 １ ８ １ ２ お よ び 約 0.0° Cの 反 跳 温 度
変 化 T R を 示 し た 。 デ ー タ EXP 7 A B は 約 34° Cの 対 照 温 度 を 示 し た 。 被 験 者 は 、 た と え ば 反 跳
温 度 変 化 T R の 0.0° の 値 の た め 、 悪 い 内 皮 機 能 を 示 し て い た も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 こ こ で 図 ２ ９ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 8 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 、 そ の 被 験 者 の 上 腕 動 脈 を 閉 塞 し 、 閉 塞 前 お よ び 閉 塞 後 に 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度
変 化 を 測 定 す る こ と に よ り 実 施 さ れ た 。 方 法 ５ ０ ０ を 実 施 す る 際 、 上 腕 動 脈 の 閉 塞 前 お よ
び 閉 塞 後 の 上 腕 動 脈 直 径 の 変 化 の 割 合 を 測 定 す る 通 常 の 内 皮 機 能 試 験 が 実 施 さ れ た 。 反 跳
温 度 変 化 T R を 上 腕 動 脈 直 径 の 変 化 の 割 合 に 対 し て プ ロ ッ ト し て 相 関 グ ラ フ が 生 成 さ れ た 。
反 跳 温 度 変 化 T R と 上 腕 動 脈 直 径 の 変 化 の 割 合 と の 間 の 相 関 因 子 Rは 0.73と 見 出 さ れ た 。 こ
れ は 、 方 法 ５ ０ ０ が よ り 高 価 で 主 観 的 な 上 腕 動 脈 直 径 試 験 と 等 価 な 診 断 を 与 え る こ と が で
き る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 こ こ で 図 ３ ０ を 参 照 す る と 、 例 示 的 な 実 験 的 具 現 EXP 9 に お い て 、 方 法 ５ ０ ０ が 被 験 者 に
対 し て 、 そ の 被 験 者 の 上 腕 動 脈 を 閉 塞 し 、 閉 塞 前 お よ び 閉 塞 後 に 被 験 者 の 指 の 皮 膚 の 温 度

10

20

30

40

50

(29) JP 2008-500113 A 2008.1.10



変 化 を 測 定 す る こ と に よ り 実 施 さ れ た 。 方 法 ５ ０ ０ を 実 施 す る 際 、 上 腕 動 脈 の 閉 塞 前 お よ
び 閉 塞 後 の 上 腕 動 脈 直 径 の 変 化 の 割 合 を 測 定 す る 通 常 の 内 皮 機 能 試 験 が 実 施 さ れ た 。 最 低
値 ‐ ピ ー ク 温 度 変 化 T N P を 上 腕 動 脈 直 径 の 変 化 の 割 合 に 対 し て プ ロ ッ ト し て 相 関 グ ラ フ が
生 成 さ れ た 。 最 低 値 ‐ ピ ー ク 温 度 変 化 T R と 上 腕 動 脈 直 径 の 変 化 の 割 合 と の 間 の 相 関 因 子 R
は 0.74と 見 出 さ れ た 。 こ れ は 、 方 法 ５ ０ ０ が よ り 高 価 で 主 観 的 な 上 腕 動 脈 直 径 試 験 と 等 価
な 診 断 を 与 え る こ と が で き る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 こ こ で 図 ３ １ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 代 替 的
な 実 施 形 態 １ ９ ０ ０ は 、 図 ９ ａ お よ び ９ ｂ を 参 照 し て 上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動
作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ｂ に 代 わ っ て ド ッ プ ラ ー
プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ は 、 手 首 バ ン ド １ ９ ０
４ に 結 合 さ れ て い る 。 手 首 バ ン ド １ ９ ０ ４ は 、 該 手 首 バ ン ド １ ９ ０ ４ の 端 に 複 数 の く っ つ
く 部 材 １ ９ ０ ４ ａ お よ び １ ９ ０ ４ ｂ を 含 ん で い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 図 ９ ａ に 示 さ れ て い
る 熱 プ ロ ー ブ １ ０ ４ ｂ が 装 置 １ ９ ０ ０ に 含 め ら れ て い て も よ く 、 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９
０ ２ は 追 加 的 な 結 合 線 ６ ０ ６ に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合 さ れ う る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 こ こ で 図 １ 、 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 、 ３ ２ ｃ 、 ３ ２ ｄ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 図
３ １ に 示 さ れ た 装 置 １ ９ ０ ０ を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 ２
０ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ０ ２ に お い て 、 被 験 者 １ ０ の 腕 １ ２ に
加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 装 着 す る こ と を も っ て 始 ま る 。 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を
腕 １ ２ に 固 定 す る の は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な く っ つ く 素 材 を 含 み う る
血 管 刺 激 物 結 合 部 材 ６ ０ ８ に よ っ て な さ れ う る 。 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ を 含 む 手 首
バ ン ド １ ９ ０ ２ が 上 腕 １ ４ の 遠 位 部 分 に 装 着 さ れ 、 く っ つ く 部 材 １ ９ ０ ４ ａ お よ び １ ９ ０
４ ｂ を 使 っ て 上 腕 １ ４ に 固 定 さ れ う る 。 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ は 、 図 ３ ２ ｃ に 示 さ
れ る よ う に 、 上 腕 １ ４ 中 の 動 脈 に す ぐ 隣 接 し て 位 置 さ れ る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ０ ４ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ れ
う る 。 指 １ ６ は 、 該 指 １ ６ の 遠 位 端 が 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ に 結 合 さ れ る
よ う 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の 通 路 １ ０ ４ ａ ｄ 内 に 位 置 さ れ る 。 指 １ ６ が 熱 エ ネ
ル ギ ー 測 定 デ バ イ ス １ ０ ４ ａ ｅ に 結 合 さ れ る と 、 結 合 部 材 １ ０ ４ ａ ｆ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー １ ０ ４ ａ 中 に 指 １ ６ を 固 定 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ０ ６ で は 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １
０ ２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ を 作 用 さ
せ 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連
続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ は 、 温 度 を 測 定
す る た め に 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー １ ０ ４ ａ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚
温 度 を 測 定 す る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ ０ ８ に お い て
、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら の 一 連 の
温 度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ０ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の
指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し て
い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ２ ０ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ
う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ ０ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う
か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る
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こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ に 進 み 、 そ こ で
た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が
加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ で 加 圧 カ フ
血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHg
に す る こ と を 含 み う る 。 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ は 上 腕 １ ４ 中 の 動 脈 内 の 血 液 の 速 度
を 測 定 し 、 あ る 実 施 例 で は 、 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ か ら の 読 み を 使 う こ と で 、 血 流
が 上 腕 １ ４ 中 の 動 脈 を 実 質 的 に 流 れ な く な っ た 時 を 判 別 す る こ と に よ っ て 、 加 圧 カ フ 血 管
刺 激 物 １ ０ ６ に よ っ て 適 切 な 圧 力 が 加 え ら れ て い る 時 を 判 別 で き る 。 図 ３ ２ ｄ に 示 さ れ て
い る 実 験 的 具 現 ２ ０ １ ２ ａ で は 、 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ は 、 血 液 が デ ー タ 点 ２ ０ １
２ ｂ に お い て 上 腕 １ ４ 中 の 動 脈 内 を 実 質 的 に 流 れ な く な っ た こ と を 示 し た 。 あ る 実 施 例 で
は 、 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ に よ っ て 加 え ら れ る 圧 力
が 方 法 ２ ０ ０ ０ を 実 施 す る た め に 必 要 な 圧 力 を 超 え て い な い こ と を 保 証 す る の を 助 け る こ
と が で き 、 方 法 ２ ０ ０ ０ が 被 験 者 １ ０ の 苦 痛 の た め に 中 断 さ れ る の を 防 ぐ 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作
用 を 止 め う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ ４ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を
止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １
０ ６ は ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る
。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に
伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ で
作 用 さ せ た あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の
失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ０ １ ２ で 作 用 さ せ
た あ と 約 2分 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験
者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ
れ に よ り 、 方 法 ２ ０ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血
管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 図 ３ ２ ｄ に 示 さ れ て い る 実 験 的 具 現 ２ ０ １
２ ａ で は 、 ド ッ プ ラ ー プ ロ ー ブ １ ９ ０ ２ は 、 デ ー タ 点 ２ ０ １ ２ ｃ に お い て 血 液 が 上 腕 １ ４
中 の 動 脈 内 を 流 れ る 流 れ 速 度 を 実 質 的 に 増 し た こ と を 示 し た 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ ６ で 、 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら 一 連 の 温 度 測 定
を 取 得 す る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ０ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １
０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達
し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ２ ０ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出
し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ０ １ ８ で 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し た か
ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別
す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ０ ２ ０ に 進 み 、 そ こ で
温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
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【 ０ １ ５ ０ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ２ ０ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ２ ０ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 指 １ ６ の 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ
ベ ー ス に 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の
よ う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 こ こ で 図 １ ， ９ ａ 、 ３ ３ ａ 、 ３ ３ ｂ 、 ３ ３ ｃ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件
を 判 別 す る た め の 装 置 の 代 替 的 な 実 施 形 態 ２ １ ０ ０ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、
１ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し て 上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で
あ る が 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ び １ ０ ４ ｂ に 代 わ っ て 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
２ １ ０ ２ が 加 わ っ て い る 。 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ は 、 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２
１ ０ ２ を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 電 気 的 に 結 合 さ せ る リ ー ド ２ １ ０ ４ に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ が 、 該 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ 上 に 中 心 的 に 位 置 し て い る 円 形
チ ャ ネ ル ２ １ ０ ６ ａ を 定 義 し 、 該 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２
が 該 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ の 上 の 円 形 チ ャ ネ ル ２ １ ０ ６ ａ の 中 に 位 置 さ れ る よ う な 形 で 、 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ に 隣 接 し て 位 置 さ れ て い る 。 動 作 に お い て は 、 被 験 者 １ ０ の
指 １ ６ と 当 該 装 置 ２ １ ０ ０ と の 結 合 は 、 指 １ ６ を 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ と 接 触 さ せ る こ と に
よ っ て な さ れ る 。 指 １ ６ が 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ に 接 触 す る と 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 と 熱 エ ネ
ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ と の 間 に 接 触 が で き 、 こ れ に よ り 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 測 定 お よ び
記 録 さ れ る こ と が で き る よ う に な る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 円 形 粘 着 材 ２ １ ０ ６ は 、 指 １ ６
が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ に 接 触 し た と き に 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変
え な い た め に 、 指 １ ６ を 介 し て し て 加 え ら れ る 圧 力 が 最 小 に な る よ う 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー ２ １ ０ ２ に 隣 接 し て 位 置 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 最 小 の 圧 力 と は 、 基 底 に あ る 毛 細
管 循 環 を 妨 げ る こ と な く 正 確 な 温 度 測 定 を 得 る た め に 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ を 指
１ ６ の 皮 膚 表 面 に 結 合 す る の に 十 分 な 圧 力 で あ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 円 形 粘 着 材 ２ １ ０
６ は 、 指 １ ６ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ に 接 触 し た と き に 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度
を 実 質 的 に 変 え な い た め に 、 指 １ ６ の 覆 わ れ る 表 面 面 積 が 最 小 に な る よ う 設 計 さ れ る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 最 小 の 表 面 面 積 と は 、 環 境 と 皮 膚 表 面 と の 間 の 熱 流 の 交 換 を 妨 げ る こ と な
く 正 確 な 温 度 測 定 を 得 る た め に 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ １ ０ ２ を 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 に 結 合
す る の に 十 分 な 表 面 面 積 で あ る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 こ こ で 図 １ ， ９ ａ 、 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ 、 ３ ４ ｃ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件
を 判 別 す る た め の 装 置 の 代 替 的 な 実 施 形 態 ２ ２ ０ ０ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、
１ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し て 上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で
あ る が 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ び １ ０ ４ ｂ に 代 わ っ て 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
２ ２ ０ ２ が 加 わ っ て い る 。 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ は 、 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２
２ ０ ２ を コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 電 気 的 に 結 合 さ せ る リ ー ド ２ ２ ０ ４ に 取 り 付 け ら
れ て い る 。 複 数 の 離 間 し た 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６ ｂ が 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ
ン サ ー ２ ２ ０ ２ に 隣 接 し て 、 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ の 向 か い 合 う 両 側 に 位 置 さ
れ 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ の 向 か い 合 う 両 側 に 複 数 の 気 流 チ ャ ネ ル ２ ２ ０ ８ ａ お
よ び ２ ２ ０ ８ ｂ が 位 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。 動 作 に お い て は 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の
当 該 装 置 ２ ２ ０ ０ へ の 結 合 は 、 指 １ ６ を 前 記 複 数 の 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０
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６ ｂ と 接 触 さ せ る こ と に よ っ て な さ れ る 。 指 １ ６ が 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０
６ ｂ に 接 触 す る と 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 と 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ と の 間 に 接 触 が で
き 、 一 方 で 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ の 両 側 で 気 流 チ ャ ネ ル ２ ２ ０ ８ ａ お よ び ２ ２ ０
８ ｂ を 通 じ て 空 気 が 流 れ ら れ る よ う に な り 、 こ れ に よ り 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 測 定 お よ び 記
録 さ れ る こ と が で き る よ う に な る 。 こ の 際 、 当 該 装 置 ２ ２ ０ ０ が 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 実 質
的 に 変 え な い よ う 、 指 １ ６ を 過 ぎ て の 空 気 の 循 環 を 許 容 し て い る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 方
形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６ ｂ は 、 指 １ ６ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ に 接
触 し た と き に 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い た め に 、 指 １ ６ を 介 し て 加 え ら
れ る 圧 力 が 最 小 に な る よ う 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ に 隣 接 し て 位 置 さ れ る 。 あ る
実 施 例 で は 、 最 小 の 圧 力 と は 、 基 底 に あ る 毛 細 管 循 環 を 妨 げ る こ と な く 正 確 な 温 度 測 定 を
得 る た め に 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ を 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 に 結 合 す る の に 十 分 な 圧 力
で あ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６ ｂ は 、 指 １ ６ が 熱 エ
ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ に 接 触 し た と き に 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い
た め に 、 指 １ ６ の 覆 わ れ る 表 面 面 積 が 最 小 に な る よ う 設 計 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 最 小
の 表 面 面 積 と は 、 環 境 と 皮 膚 表 面 と の 間 の 熱 流 の 交 換 を 妨 げ る こ と な く 正 確 な 温 度 測 定 を
得 る た め に 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ を 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 に 結 合 す る の に 十 分 な 表 面
面 積 で あ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 こ こ で 図 ６ ａ 、 ３ ５ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の
代 替 的 な 実 施 形 態 ２ ３ ０ ０ は 、 図 ９ ａ 、 ９ ｂ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 、 １ ０ ｃ 、 １ ０ ｄ を 参 照 し
て 上 記 し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 追 加 と し て 室 温
測 定 装 置 ２ ３ ０ ２ が 結 合 線 ６ ０ ６ に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合 さ れ て お り
、 核 心 温 度 測 定 装 置 ２ ３ ０ ４ が 結 合 線 ６ ０ ６ に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合
さ れ て い る 。 動 作 に お い て は 、 室 温 測 定 装 置 ２ ３ ０ ２ は 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る
通 常 の 室 温 測 定 装 置 ２ ３ ０ ２ で よ く 、 当 該 装 置 ２ ３ ０ ０ が 使 用 さ れ る 部 屋 の 環 境 温 度 を 測
定 す る た め に 使 わ れ る 。 核 心 温 度 測 定 装 置 ２ ３ ０ ４ は 、 た と え ば 通 常 の 体 温 計 の よ う な 通
常 の 核 心 温 度 測 定 装 置 ２ ３ ０ ４ で あ っ て よ く 、 た と え ば そ の 体 温 計 を 被 験 者 の 口 に 、 被 験
者 の 脇 の 下 に 、 お よ び ／ ま た は 被 験 者 の 直 腸 に 入 れ る こ と に よ っ て 被 験 者 の 核 心 温 度 を 測
定 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 こ こ で 図 １ ， ９ ａ 、 ３ ６ ａ 、 ３ ６ ｂ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す
る た め の 装 置 の 代 替 的 な 実 施 形 態 ２ ４ ０ ０ は 、 図 １ ， ９ ａ 、 ３ ４ ａ 、 ３ ４ ｂ 、 ３ ４ ｃ を 参
照 し て 上 記 し た 装 置 ２ ２ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 熱 デ バ イ
ス ２ ４ ０ ２ が 加 わ っ て い る 。 熱 デ バ イ ス ２ ４ ０ ２ は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 通
常 の 加 熱 お よ び 冷 却 要 素 を 使 っ て 加 熱 ま た は 冷 却 を 行 う よ う 動 作 し う る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 こ こ で 図 ３ ７ ａ 、 ３ ７ ｂ 、 ３ ７ ｃ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 一 つ ま た は 複 数
の 健 康 条 件 を 判 別 す る 方 法 ２ ５ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ５ ０ ２ で の 被 験
者 の 準 備 で 始 ま る 。 ス テ ッ プ ２ ５ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 さ れ て い
る 被 験 者 １ ０ の よ う な 被 験 者 に 方 法 ２ ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に 食 事 を 控 え て も ら う こ と 、 該
被 験 者 １ ０ に 方 法 ２ ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に 喫 煙 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法
２ ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に ア ル コ ー ル も し く は カ フ ェ イ ン の 摂 取 を 控 え て も ら う こ と 、 あ る
い は 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ２ ５ ０ ０ を 実 施 す る 前 に い か な る 血 管 薬 の 使 用 も 控 え て も ら う こ
と を 含 み う る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ０ ４ で は 、 た と え ば 図 ３ ６ ａ お よ び ３ ６ ｂ に 示 さ れ て い る 装 置 ２ ４ ０ ０ 上
の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 被 験 者 １ ０ に 結 合 さ れ
る の は 、 指 １ ６ を 前 記 複 数 の 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６ ｂ と 接 触 さ せ る こ と
に よ っ て な さ れ る 。 指 １ ６ が 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６ ｂ と 接 触 す る と 、 指
１ ６ の 皮 膚 表 面 と 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ と の 間 に 接 触 が で き 、 一 方 で 熱 エ ネ ル ギ
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ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ の 両 側 で 気 流 チ ャ ネ ル ２ ２ ０ ８ ａ お よ び ２ ２ ０ ８ ｂ を 通 じ て 空 気 が 流
れ ら れ る よ う に な り 、 こ れ に よ り 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 測 定 お よ び 記 録 さ れ る こ と が で き る
よ う に な る 。 こ の 際 、 装 置 ２ ２ ０ ０ が 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い よ う 、 指 １ ６
を 過 ぎ て の 空 気 の 循 環 を 許 容 し て い る 。 指 １ ６ が 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６
ｂ に 接 触 す る と 、 図 ３ ７ ｃ に 示 し た よ う に 、 熱 デ バ イ ス ２ ４ ０ ２ と 指 １ ６ と の 間 に も 接 触
が 生 じ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お よ び ２ ２ ０ ６ ｂ は 、 指 １ ６ が 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ に 接 触 し た と き に 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な
い た め に 、 指 １ ６ を 介 し て 加 え ら れ る 圧 力 が 最 小 に な る よ う 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２
０ ２ に 隣 接 し て 位 置 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 最 小 の 圧 力 と は 、 基 底 に あ る 毛 細 管 循 環 を
妨 げ る こ と な く 正 確 な 温 度 測 定 を 得 る た め に 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ を 指 １ ６ の 皮
膚 表 面 に 結 合 す る の に 十 分 な 圧 力 で あ る 。 あ る 実 施 形 態 で は 、 方 形 粘 着 部 材 ２ ２ ０ ６ ａ お
よ び ２ ２ ０ ６ ｂ は 、 指 １ ６ が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ に 接 触 し た と き に 、 指 １ ６ の
皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い た め に 、 指 １ ６ の 覆 わ れ る 表 面 面 積 が 最 小 に な る よ う 設
計 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 最 小 の 表 面 面 積 と は 、 環 境 と 皮 膚 表 面 と の 間 の 熱 流 の 交 換 を
妨 げ る こ と な く 正 確 な 温 度 測 定 を 得 る た め に 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ２ ０ ２ を 指 １ ６ の 皮
膚 表 面 に 結 合 す る の に 十 分 な 表 面 面 積 で あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ０ ６ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ４ ０ ２ を
作 動 さ せ て 、 被 験 者 １ ０ の 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連 続 的
に 記 録 さ れ 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ２ ｂ は 、 た と え ば 手 、 前
腕 、 足 、 脚 、 耳 た ぶ ま た は 鼻 と い っ た そ れ が 置 か れ て い る 被 験 者 の 体 の 皮 膚 温 度 を 測 定 す
る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の 指 １
６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 調 整 す る た め に 熱 デ バ イ ス ２ ４ ０ ２ を 作 用 さ せ る 。 熱 デ バ イ ス ２ ４ ０
２ は 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 調 整 す る た め に 、 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 を 加 熱 ま た は 冷 却
す る よ う 作 用 さ せ ら れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ５ ０ ８ に お い て 、 指 １ ６ の 皮 膚
表 面 温 度 を 調 整 す る た め に 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー ２ ２ ０ ２ か ら の 一 連 の 温 度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ５ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の
指 １ ６ の 所 望 の 皮 膚 表 面 温 度 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ が 所 望 の 温 度 に 達
し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン は ス テ ッ プ ２ ５ ０ ８ に 戻 っ て 皮 膚 温 度 を 調 整 す る
。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ０ で 被 験 者 １ ０ の 所 望 の 温 度 に 達 し た か ど う か を 判 別
す る こ と は 、 た と え ば 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と
を 含 み う る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 被 験 者 １ ０ の 所 望 の 温 度 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ に 進 み 、 そ こ で
図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が 、 た と え
ば 図 １ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の よ う な 血 管 刺 激 物 を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で
は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
を 作 用 さ せ る こ と は た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す る こ と を 含 み う
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で
あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 被 験 者 １ ０ に そ
の 化 学 物 質 を 所 定 量 投 与 す る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 学 力
試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 被 験 者
１ ０ に 学 力 試 験 を 始 め て も ら う こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め
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う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ４
で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で あ っ て も よ く 、
ス テ ッ プ ２ ５ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ に お い て
、 被 験 者 １ ０ に 対 す る そ の 化 学 物 質 の 効 果 が 所 定 の 時 間 で 消 え る よ う な 量 を 与 え る こ と を
含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は
、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 与 え ら れ た 血 管 刺 激 性 化 学 物 質 の 効 果 を 打 ち 消 す た め に 被 験 者 １ ０
に 追 加 的 な 化 学 物 質 を 与 え る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 学 力
試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 被 験
者 １ ０ に 学 力 試 験 を 受 け る の を 中 止 し て も ら う こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺
激 物 は ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る
。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に
伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で
作 用 さ せ た あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の
失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ５ １ ２ で 作 用 さ せ
た あ と 約 2分 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験
者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ
れ に よ り 、 方 法 ２ ５ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血
管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 の
平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ６ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ５ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １
０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場
合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン は ス テ ッ プ ２ ５ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実
施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ５ １ ８ で 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と
は 、 た と え ば 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う
る 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ５ ２ ０ に 進 み 、 そ
こ で 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ２ ５ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ２ ５ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２
ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス に
保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の
よ う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 ス テ ッ プ ２ ５ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
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れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 被 験 者
１ ０ の 複 数 位 置 か ら 取 ら れ た デ ー タ を 取 得 し 、 そ の デ ー タ の 平 均 値 を 時 間 を 追 っ て プ ロ ッ
ト 出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 被 験 者 １ ０ か ら 異 な る 時 刻
に お い て 取 ら れ た デ ー タ を 取 得 し 、 そ の デ ー タ の 平 均 を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 こ こ で 図 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る 方 法 ２ ６ ０ ０ が 示 さ れ て い る 。 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ６ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備
で 始 ま る 。 ス テ ッ プ ２ ６ ０ ２ で の 被 験 者 の 準 備 は 、 た と え ば 、 図 １ に 示 さ れ て い る 被 験 者
１ ０ の よ う な 被 験 者 に 方 法 ２ ６ ０ ０ を 実 施 す る 前 に 食 事 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １
０ に 方 法 ２ ６ ０ ０ を 実 施 す る 前 に 喫 煙 を 控 え て も ら う こ と 、 該 被 験 者 １ ０ に 方 法 ２ ６ ０ ０
を 実 施 す る 前 に ア ル コ ー ル も し く は カ フ ェ イ ン の 摂 取 を 控 え て も ら う こ と 、 あ る い は 該 被
験 者 １ ０ に 方 法 ２ ６ ０ ０ を 実 施 す る 前 に い か な る 血 管 薬 の 使 用 も 控 え て も ら う こ と を 含 み
う る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ ０ ４ で は 、 図 ９ ａ お よ び ９ ｂ に 示 さ れ て い る 装 置 ６ ０ ０ 上 の 熱 エ ネ ル ギ ー
セ ン サ ー １ ０ ４ ａ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ れ う る 。 そ し て 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １
４ ０ ｂ が 被 験 者 １ ０ の 対 側 指 １ ８ に 装 着 さ れ う る 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ ０ ６ で 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０
２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ お よ び １ ０
４ ｂ を 作 用 さ せ 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ お よ び 対 側 指 １ ８ の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連 続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 表 面 温 度 が 調 整 さ れ る 。 被 験 者 １ ０ の 指 １
６ は 図 ３ ８ ｃ に 示 さ れ て い る よ う に 上 に 上 げ ら れ 、 指 １ ６ の 血 流 が 減 少 し 、 指 １ ６ の 皮 膚
表 面 の 温 度 が 低 下 す る よ う に さ れ る 。 図 ３ ８ ｄ に 示 さ れ て い る 実 験 的 具 現 ２ ６ ０ ８ ａ で は
、 被 験 者 は 指 １ ６ も 対 側 指 １ ８ も 上 げ ず 、 指 温 度 ２ ６ ０ ８ ａ ａ お よ び 対 側 指 温 度 ２ ６ ０ ８
ａ ｂ は い ず れ も 約 34.4な い し 34.7° Cに お い て 方 法 ２ ６ ０ ０ を 開 始 し た 。 図 ３ ８ ｅ に 示 さ
れ て い る 実 験 的 具 現 ２ ６ ０ ８ ｂ で は 、 被 験 者 １ ９ は 指 １ ６ を 上 げ 、 指 温 度 ２ ６ ０ ８ ａ ａ が
下 が る よ う に さ れ た の で 、 指 温 度 は 約 33.2° Cで 方 法 ２ ６ ０ ０ を 開 始 し た 。 一 方 、 対 側 指
温 度 ２ ６ ０ ８ ａ ｂ は 約 35° Cで 方 法 ２ ６ ０ ０ を 開 始 し た 。 実 験 的 具 現 ２ ６ ０ ８ ａ お よ び ２
６ ０ ８ ｂ は 、 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ を 上 に 上 げ る こ と に よ っ て 調 整 さ れ
う る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ６ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の
指 １ ６ の 所 望 の 皮 膚 表 面 温 度 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ が 所 望 の 温 度 に 達
し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス テ ッ プ ２ ６ ０ ８ に 戻 っ て 所 望 の 温 度
に 達 し た か ど う か を 検 出 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ０ で 被 験 者 １ ０ の 所 望 の
温 度 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で
あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 被 験 者 １ ０ の 所 望 の 温 度 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ に 進 み 、 そ こ で
図 ２ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が 、 た と え
ば 図 １ に 示 さ れ て い る 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の よ う な 血 管 刺 激 物 を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で
は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６
を 作 用 さ せ る こ と は た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す る こ と を 含 み う
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で
あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 被 験 者 １ ０ に そ
の 化 学 物 質 を 所 定 量 投 与 す る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 学 力
試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用 さ せ る こ と は 、 被 験 者
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１ ０ に 学 力 試 験 を 始 め て も ら う こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め
う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 膨 張 可 能 な カ フ で も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ４
で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は た と え ば ニ ト ロ グ リ セ リ ン の よ う な 化 学 物 質 で あ っ て も よ く 、
ス テ ッ プ ２ ６ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ に お い て
、 被 験 者 １ ０ に 対 す る そ の 化 学 物 質 の 効 果 が 所 定 の 時 間 で 消 え る よ う な 量 を 与 え る こ と を
含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は
、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 与 え ら れ た 血 管 刺 激 性 化 学 物 質 の 効 果 を 打 ち 消 す た め に 被 験 者 １ ０
に 追 加 的 な 化 学 物 質 を 与 え る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ は 学 力
試 験 で あ っ て も よ く 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ４ で 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を 止 め る こ と は 、 被 験
者 １ ０ に 学 力 試 験 を 受 け る の を 中 止 し て も ら う こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺
激 物 は ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る
。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に
伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で
作 用 さ せ た あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の
失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ２ ６ １ ２ で 作 用 さ せ
た あ と 約 2分 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験
者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ
れ に よ り 、 方 法 ２ ６ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血
管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 の
平 衡 を 検 出 し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ６ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ２ ６ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １
０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場
合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン は ス テ ッ プ ２ ６ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実
施 例 で は 、 ス テ ッ プ ２ ６ １ ８ で 被 験 者 １ ０ の 温 度 が 平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と
は 、 た と え ば 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う
る 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 被 験 者 １ ０ の 温 度 変 化 が 平 衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ２ ６ ２ ０ に 進 み 、 そ
こ で 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ２ ６ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ２ ６ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 温 度 変 化 の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２
ｂ に よ っ て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス に
保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 ス テ ッ プ ２ ６ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の
よ う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
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　 ス テ ッ プ ２ ６ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 被 験 者
１ ０ の 複 数 位 置 か ら 取 ら れ た デ ー タ を 取 得 し 、 そ の デ ー タ の 平 均 値 を 時 間 を 追 っ て プ ロ ッ
ト 出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 被 験 者 １ ０ か ら 異 な る 時 刻
に お い て 取 ら れ た デ ー タ を 取 得 し 、 そ の デ ー タ の 平 均 を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 こ こ で 図 ３ ９ を 参 照 す る と 、 被 験 者 に お け る 医 学 的 状 態 の 治 療 の た め の 薬 を 選 択 す る た
め の 方 法 ２ ７ ０ ０ は 、 図 ８ を 参 照 し つ つ 上 記 し た 方 法 ５ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実
質 的 に 同 一 で あ る が 、 ス テ ッ プ ２ ７ ０ ２ で 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 薬 を 投 与 し 、 ス テ ッ プ
２ ７ ０ ４ で そ の 薬 が 該 被 験 者 の 医 学 的 状 態 の 治 療 に お い て 有 効 で あ る か ど う か を 判 別 し 、
そ の 薬 が 該 被 験 者 の 医 学 的 状 態 の 治 療 に お い て 有 効 で あ る 場 合 に は ス テ ッ プ ２ ７ ０ ６ で 他
の 被 験 者 に お け る そ の 医 学 的 状 態 を 治 療 す る 際 に 使 用 す べ く そ の 薬 を 選 択 す る こ と が 加 わ
っ て い る 。 方 法 ２ ７ ０ ０ は 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 薬 が 投 与 さ れ る ス テ ッ プ ２ ７ ０ ２ と し
て 始 ま る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 薬 は 、 被 験 者 の 医 学 状 態 を 治 療 す る 際 の 効 果 を 判 別 す る
た め に 評 価 ま た は 検 査 さ れ て い る 薬 物 で あ り う る 。 方 法 ２ ７ ０ ０ は 次 い で 方 法 ５ ０ ０ に 従
い 、 図 ８ を 参 照 し つ つ 上 記 し た よ う に 被 験 者 の 健 康 条 件 が 判 別 さ れ る 。 本 方 法 は 次 い で ス
テ ッ プ ２ ７ ０ ４ に 進 み 、 該 ス テ ッ プ ２ ７ ０ ４ で は そ の 薬 が 被 験 者 の 医 学 的 条 件 の 治 療 に お
い て 有 効 で あ る か ど う か が 判 別 さ れ る 。 方 法 ２ ７ ０ ０ は 次 い で ス テ ッ プ ２ ７ ０ ６ に 進 み 、
こ こ で 、 そ の 薬 が 被 験 者 の 医 学 的 状 態 の 治 療 に お い て 有 効 で あ れ ば 、 他 の 被 験 者 に お け る
そ の 医 学 的 状 態 を 治 療 す る 際 に 使 用 す べ く そ の 薬 が 選 択 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 方 法 ２
７ ０ ０ は 、 被 験 者 に 与 え ら れ る 、 た と え ば 薬 物 、 外 科 的 処 置 、 理 学 療 法 、 運 動 、 癌 治 療 、
非 侵 襲 治 療 、 侵 襲 治 療 、 栄 養 食 餌 療 法 お よ び ／ ま た は 以 上 の 組 み 合 わ せ の よ う な い か な る
処 置 の 有 効 性 を 評 価 す る た め に 使 っ て も よ い 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 こ こ で 図 ４ ０ を 参 照 す る と 、 被 験 者 の た め の 栄 養 計 画 を 選 択 す る た め の 方 法 ２ ８ ０ ０ は
、 図 ８ を 参 照 し つ つ 上 記 し た 方 法 ５ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が
、 ス テ ッ プ ２ ８ ０ ２ で 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 栄 養 計 画 を 実 施 し 、 ス テ ッ プ ２ ８ ０ ４ で そ
の 栄 養 計 画 が 該 被 験 者 の た め に 有 効 で あ る か ど う か を 判 別 し 、 そ の 栄 養 計 画 が 該 被 験 者 の
た め に 有 効 で あ る 場 合 に は ス テ ッ プ ２ ８ ０ ６ で 他 の 被 験 者 の た め に そ の 栄 養 計 画 を 選 択 す
る こ と が 加 わ っ て い る 。 方 法 ２ ８ ０ ０ は 一 ま た は 複 数 の 被 験 者 に 栄 養 計 画 が 実 施 さ れ る ス
テ ッ プ ２ ８ ０ ２ と し て 始 ま る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 栄 養 計 画 は 、 た と え ば 一 般 的 な 栄 養
問 題 に 対 処 す る た め あ る い は 肥 満 管 理 に お い て 被 験 者 の た め に 有 効 性 を 判 別 す る た め に 評
価 ま た は 検 査 さ れ て い る 多 様 な 食 餌 お よ び ／ ま た は 運 動 の 計 画 で あ り う る 。 方 法 ２ ８ ０ ０
は 次 い で 方 法 ５ ０ ０ に 従 い 、 図 ８ を 参 照 し つ つ 上 記 し た よ う に 被 験 者 の 健 康 条 件 が 判 別 さ
れ る 。 本 方 法 は 次 い で ス テ ッ プ ２ ８ ０ ４ に 進 み 、 該 ス テ ッ プ ２ ８ ０ ４ で は そ の 栄 養 計 画 が
被 験 者 た め に 有 効 で あ る か ど う か が 判 別 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 そ の 栄 養 計 画 が 有 効 で
あ る と 判 別 さ れ う る の は 、 被 験 者 が 、 た と え ば 体 重 低 下 、 体 脂 肪 率 低 下 、 筋 肉 量 上 昇 ま た
は 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る そ の 他 多 様 な 身 体 条 件 と い っ た 所 望 の 身 体 的 条 件 を 達
成 し た 場 合 で あ る 。 方 法 ２ ８ ０ ０ は 次 い で ス テ ッ プ ２ ８ ０ ６ に 進 み 、 こ こ で 、 そ の 栄 養 計
画 が そ の 被 験 者 た め に 有 効 で あ れ ば 、 他 の 被 験 者 の た め に そ の 栄 養 計 画 が 使 用 さ れ る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 方 法 ２ ８ ０ ０ は 、 被 験 者 に 与 え ら れ る 、 た と え ば 薬 物 、 外 科 的 処 置 、 理 学
療 法 、 運 動 、 癌 治 療 、 非 侵 襲 治 療 、 侵 襲 治 療 、 栄 養 食 餌 療 法 お よ び ／ ま た は 以 上 の 組 み 合
わ せ の よ う な い か な る 処 置 の 有 効 性 を 評 価 す る た め に 使 っ て も よ い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 こ こ で 図 ４ １ を 参 照 す る と 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 代 替 的
な 実 施 形 態 ２ ９ ０ ０ は 、 図 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ 、 ７ 、 ８ 、 ９ ａ 、 ９ ｂ を 参 照 し て 上 記
し た 装 置 ６ ０ ０ と 設 計 お よ び 動 作 に お い て 実 質 的 に 同 一 で あ る が 、 手 首 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン
サ ー ２ ９ ０ ２ お よ び 追 加 的 な 指 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ９ ０ ４ が 加 わ っ て い る 。 手 首 熱 エ
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ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ９ ０ ２ は 、 結 合 線 ６ ０ ６ に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結 合
さ れ て お り 、 手 首 結 合 器 ２ ９ ０ ２ ａ を 含 ん で お り 、 該 手 首 結 合 器 ２ ９ ０ ２ ａ に く っ つ く こ
と の で き る 該 手 首 結 合 器 ２ ９ ０ ２ ａ の 遠 方 端 の く っ つ く 部 材 ２ ９ ０ ２ ｂ を 有 し て い る 。 指
熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ９ ０ ４ は 結 合 線 ６ ０ ６ に よ っ て コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム １ ０ ２ に 結
合 さ れ て お り 、 指 結 合 器 ２ ９ ０ ４ ａ を 含 ん で お り 、 該 指 結 合 器 ２ ９ ０ ４ ａ に く っ つ く こ と
の で き る 該 手 首 結 合 器 ２ ９ ０ ４ ａ の 遠 方 端 の く っ つ く 部 材 ２ ９ ０ ４ ｂ を 有 し て い る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 こ こ で 図 ４ ２ ａ 、 ４ ２ ｂ 、 ４ ２ ｃ を 参 照 す る と 、 あ る 実 施 例 に お い て 、 図 ４ １ に 示 さ れ
た 装 置 ２ ９ ０ ０ を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 ３ ０ ０ ０ が 示 さ
れ て い る 。 こ の 方 法 は 、 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ２ に お い て 、 被 験 者 １ ０ の 腕 １ ２ に 加 圧 カ フ 血 管
刺 激 物 １ ０ ６ を 装 着 す る こ と を も っ て 始 ま る 。 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 腕 １ ２ に 固 定
す る の は 、 当 技 術 分 野 に お い て 知 ら れ て い る 多 様 な く っ つ く 素 材 を 含 み う る 血 管 刺 激 物 結
合 部 材 ６ ０ ８ に よ っ て な さ れ う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 １ ０ は 方 法 ３ ０ ０ ０ の 間 着 座
位 に あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ４ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ れ
う る 。 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ｂ が 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 に 装 着 さ れ て も
よ い 。 指 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ９ ０ ４ ａ も 、 図 ４ ２ ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 く っ つ く 部 材
２ ９ ０ ４ ｃ を 指 結 合 器 ２ ９ ０ ４ ｂ に く っ つ け る こ と に よ っ て 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に 装 着 さ
れ う る 。 手 首 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー ２ ９ ０ ２ ａ が 、 図 ４ ２ ｃ に 示 さ れ る よ う に 、 く っ つ く
部 材 ２ ９ ０ ２ ｃ を 手 首 結 合 器 ２ ９ ０ ２ ｂ に く っ つ け る こ と に よ っ て 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ に
装 着 さ れ う る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ６ で は 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １
０ ２ ｂ の よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン が 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ を 作 用 さ
せ 、 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首
の 皮 膚 温 度 の 記 録 を 開 始 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 温 度 デ ー タ は 連 続 的 に 記 録 さ れ 始 め る 。
あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ は 、 温 度 を 測 定 す る た め に 、 被 験 者 １ ０
の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ は 被 験 者 １
０ の 指 １ ６ の 皮 膚 に 接 触 す る こ と な く 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る 。 あ る 実
施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の ま わ り の 環 境 温 度 が 一 定 に 保 持 さ れ る 。 あ る
実 施 例 で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ の ま わ り の 、 た と え ば 空 気 流 の よ う な 流 体 の
流 れ が 最 小 に 保 た れ る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ８ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出
し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら の 一 連 の 温 度 測 定 値 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ３ ０ １ ０ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １ ０ の
指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 が 平 衡
に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の
間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は ス
テ ッ プ ３ ０ ０ ８ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ３ ０ １ ０ で
指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 が 平 衡
に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １
４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と を 含
み う る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 温 度 変 化 が 平
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衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ に 進 み 、 そ こ で た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て
い る 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ の よ う な 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン が 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０
６ を 作 用 さ せ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ を 作 用
さ せ る こ と は 、 た と え ば カ フ を 膨 張 さ せ て 収 縮 期 血 圧 を 200mmHgに す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ １ ４ で は 、 血 管 刺 激 物 エ ン ジ ン １ ０ ２ ｃ は 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作
用 を 止 め う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ３ ０ １ ４ で 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １ ０ ６ の 作 用 を
止 め る こ と は カ フ を し ぼ ま せ る こ と を 含 み う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 加 圧 カ フ 血 管 刺 激 物 １
０ ６ は ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 2な い し 5分 の 任 意 の と こ ろ で 作 用 が 止 ま る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 5分 未 満 で 作 用 が 止 ま る
。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に
伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ で
作 用 さ せ た あ と 4分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の
失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例
で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ で 作 用 さ せ た あ と 3分 未 満 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は
、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛
を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 血 管 刺 激 物 は ス テ ッ プ ３ ０ １ ２ で 作 用 さ せ
た あ と 約 2分 で 作 用 が 止 ま る 。 こ れ は 、 血 管 刺 激 を 含 む 試 験 に つ い て の 従 来 の 失 活 時 間 よ
り も 短 く 、 時 に 血 管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る 方 法 を 提 供 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験
者 １ ０ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー が 検 出 さ れ て い る 身 体 部 分 を は た ら か せ る よ う 依 頼 さ れ う る 。 こ
れ に よ り 、 方 法 ３ ０ ０ ０ は よ り 短 い 時 間 で よ り 長 い 血 管 刺 激 を 模 倣 で き る 。 こ れ も 時 に 血
管 刺 激 物 に 伴 う 苦 痛 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ １ ６ で は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６
、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 の 平 衡 を 検 出
し よ う と し 始 め る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ３ ０ １ ６ で 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ
ン １ ０ ２ ｂ は 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー １ ０ ４ ａ か ら 一 連 の 温 度 測 定 を 取 得 す る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 判 断 ブ ロ ッ ク ３ ０ １ ８ に お い て 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ は 、 被 験 者 １
０ の 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 が
平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る 。 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６
と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 が 平 衡 に 達 し て い な い 場 合 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ
は ス テ ッ プ ３ ０ １ ６ に 戻 っ て 平 衡 を 検 出 し よ う と す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 ス テ ッ プ ３ ０ １
８ で 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 皮 膚 温 度 が
平 衡 に 達 し た か ど う か を 判 別 す る こ と は 、 た と え ば 指 １ ６ の 温 度 変 化 が 0.1° C未 満 で あ る
か ど う か を 判 別 す る こ と を 含 み う る 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 温 度 変 化 が 平
衡 に 達 し て い た 場 合 、 本 方 法 は ス テ ッ プ ３ ０ ２ ０ に 進 み 、 そ こ で 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １
０ ２ ｂ は 被 験 者 １ ０ の 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る
手 首 の 皮 膚 温 度 を 記 録 す る の を 止 め る 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ ２ ２ に お い て 、 ス テ ッ プ ３ ０ ０ ６ で 始 ま り 方 法 ３ ０ ０ ０ を 通 じ て 継 続 さ れ
て き た 指 １ ６ 、 指 １ ６ に 隣 接 す る 指 お よ び 前 腕 １ ４ と 指 １ ６ と の 間 に あ る 手 首 の 温 度 変 化
の 測 定 お よ び 記 録 か ら 取 得 さ れ た デ ー タ が 、 温 度 セ ン サ ー エ ン ジ ン １ ０ ２ ｂ に よ っ て 、 た
と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ の よ う な デ ー タ ベ ー ス に 保 存 さ れ る 。
【 ０ １ ９ ７ 】
　 ス テ ッ プ ３ ０ ２ ４ に お い て 、 た と え ば 図 ２ に 示 さ れ て い る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ の
よ う な プ ロ ッ ト エ ン ジ ン が デ ー タ ベ ー ス １ ０ ２ ａ か ら デ ー タ を 取 得 し う る 。
【 ０ １ ９ ８ 】
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　 ス テ ッ プ ２ ０ ２ ６ に お い て 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 取 得 さ れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト
出 力 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 デ ー タ は 温 度 対 時 間 と し て プ ロ ッ ト 出 力 さ れ う る 。 あ る 実
施 例 で は 、 プ ロ ッ ト エ ン ジ ン １ ０ ２ ｄ は 、 得 ら れ て い る デ ー タ と 同 時 の 温 度 測 定 か ら 得 ら
れ た デ ー タ を プ ロ ッ ト 出 力 し う る 。
【 ０ １ ９ ９ 】
　 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー お よ び 該 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ
る 手 段 と を 有 す る 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 装 置 で あ っ て 、 該 結 合 手 段 が 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ な が ら も 当 該 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い よ
う 動 作 し う る よ う な 熱 エ ネ ル ギ ー 測 定 装 置 に つ い て 述 べ て き た 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 は メ ッ シ ュ を 有 す る 。 あ る 実
施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 は 非 断 熱 性
の 材 料 を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 皮 膚 温 度 を 測 定 す る よ う
適 応 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結
合 さ せ る 手 段 は 、 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 と 接 触 さ せ て 保 持 す る よ う
は た ら き う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 複 数 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ
ー を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー に コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム が 結 合
さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー に
無 線 接 続 に よ っ て 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 無 線 接 続 は ブ ル ー ト ゥ ー ス 技 術
で あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 、 携 帯 電 話 、 PDA、 パ ー ソ ナ ル ・
コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・ デ バ イ ス お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ よ り な る 群 か ら 選 ば れ る 。 あ る
実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 治 療 機 能 を 実 行 す る よ う 動 作 し う る 治 療 装 置 に
結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 該 治 療 機 能 は 酸 素 の 放 出 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前
記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 警 告 装 置 に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 該 警 告 装 置 は 緊
急 医 療 サ ー ビ ス に 連 絡 す る よ う 動 作 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム
は パ ル ス 酸 素 濃 度 計 に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 血
圧 監 視 装 置 に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は ド ッ プ ラ ー
プ ロ ー ブ に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 室 温 測 定 装 置
に 結 合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム は 核 心 温 度 測 定 装 置 に 結
合 さ れ て い る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 に 結 合 さ せ る 手 段
は 時 計 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 に 結 合 さ せ る 手 段
は ブ レ ス レ ッ ト を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 身 体 部 分 に 接 触 す
る こ と な く 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 の 熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る よ う 動 作 し う る プ ロ ー ブ を 含 む
。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 に 結 合 さ せ る 手 段 は 服 装 品 を 含
む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 に 結 合 さ せ る 手 段 は く っ つ く
部 材 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 に 結 合 さ せ る 手 段 は
使 い 捨 て で あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は あ る 時 間 期 間 に わ た っ て
熱 エ ネ ル ギ ー を 測 定 す る よ う 動 作 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を
身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 は く っ つ く 部 材 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 当 該 装 置
は さ ら に 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー と 前 記 く っ つ く 部 材 と の 間 に 位 置 す る 、 身 体 部 分 の
皮 膚 表 面 に 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 結 合 さ せ る 手 段 に よ っ て 定 義 さ れ る 気 流 チ ャ ネ ル
を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ
る 手 段 は 、 該 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い よ う 、 該 身 体 部 分 に わ た っ て 最
小 限 の 圧 力 を 加 え る よ う 機 能 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体
部 分 の 皮 膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 は 、 該 身 体 部 分 の 皮 膚 表 面 温 度 を 実 質 的 に 変 え な い よ う
、 該 身 体 部 分 の 最 小 限 の 表 面 積 に 結 合 す る よ う 機 能 し う る 。 あ る 実 施 例 で は 、 当 該 装 置 は
さ ら に 第 二 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー と 、 該 第 二 の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 対 側 身 体 部 分 に
結 合 さ せ る 手 段 と を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー を 身 体 部 分 の 皮
膚 表 面 に 結 合 さ せ る 手 段 は 、 手 袋 を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 当 該 装 置 は さ ら に 、 身 体 部
分 の 皮 膚 表 面 温 度 を 調 整 す る よ う 動 作 し う る 熱 デ バ イ ス を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 該 前
記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 熱 電 対 を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー
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は サ ー ミ ス タ ー を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 抵 抗 温 度 検 出 器
を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 熱 流 束 検 出 器 を 有 す る 。 あ る 実
施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 液 晶 セ ン サ ー を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱
エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は 熱 電 対 列 を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー は
赤 外 線 セ ン サ ー を 有 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 赤 外 線 セ ン サ ー は 表 面 上 の あ る 点 の 熱 エ
ネ ル ギ ー を 測 定 す る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 赤 外 線 セ ン サ ー は 表 面 上 の あ る 領 域 の 熱 エ ネ
ル ギ ー を 測 定 す る 。
【 ０ ２ ０ ０ 】
　 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る 方 法 で あ っ て 、 被 験 者 を 提 供 し 、 被 験 者 の 身 体 部
分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 し 、 被 験 者 に 血 管 刺 激 物 を 与 え 、 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後
の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 皮 膚 温 度 変 化 の う ち の 少 な く と も 一 つ
に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と を 含 む 方 法 が 記 載 さ れ て き
た 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 を 測 定 す る こ と は 、 該 身 体 部 分 に 熱 エ
ネ ル ギ ー 測 定 装 置 を 結 合 さ せ る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 を 与 え
る こ と は 、 神 経 血 管 刺 激 物 を 与 え る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 神 経 血 管 刺 激 物 は
被 験 者 が グ ラ ス 一 杯 の 氷 水 を 消 費 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物
を 与 え る こ と は 、 神 経 刺 激 物 を 与 え る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物
を 与 え る こ と は 、 あ る 時 間 期 間 に わ た っ て 被 験 者 の 動 脈 を 圧 迫 し 、 そ の 後 、 圧 迫 を や め る
こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 は 5分 以 下 に わ た っ て 与 え ら れ る 。 あ
る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 は 4分 以 下 に わ た っ て 与 え ら れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、
前 記 し た 血 管 刺 激 物 は 3分 以 下 に わ た っ て 与 え ら れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺
激 物 は 約 2分 に わ た っ て 与 え ら れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被 験 者 に 、 前 記
血 管 刺 激 物 を 与 え た の ち に 熱 エ ネ ル ギ ー が 測 定 さ れ る 身 体 部 分 を は た ら か せ て も ら う こ と
を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 は 前 記 動 脈 に 対 し て 遠 位 の 位 置 で 測 定 さ れ
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 動 脈 は 上 腕 動 脈 で あ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物
を 与 え る こ と は 、 被 験 者 に 、 血 管 機 能 に 影 響 す る 化 学 物 質 を 投 与 す る こ と を 含 む 。 あ る 実
施 例 で は 、 前 記 化 学 物 質 は 血 管 収 縮 薬 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 化 学 物 質 は 血 管 拡 張
薬 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 化 学 物 質 は 神 経 刺 激 物 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 化
学 物 質 は ニ ト ロ グ リ セ リ ン を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 ニ ト ロ グ リ セ リ ン は 舌 下 投 与 さ
れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温
度 の 変 化 を 測 定 す る こ と は 、 該 身 体 部 分 の 最 低 皮 膚 温 度 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施
例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定
す る こ と は 、 該 身 体 部 分 の 最 低 皮 膚 温 度 を 達 成 す る の に 必 要 と さ れ る 時 間 を 測 定 す る こ と
を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚
温 度 の 変 化 を 測 定 す る こ と は 、 該 身 体 部 分 の 最 高 皮 膚 温 度 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実
施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測
定 す る こ と は 、 該 身 体 部 分 の 前 記 最 高 皮 膚 温 度 と 血 管 刺 激 物 を 与 え る 前 の 該 身 体 部 分 の 皮
膚 温 度 と の 間 の 温 度 差 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 該 身 体 部 分 の 前 記 最 高 皮
膚 温 度 と 血 管 刺 激 物 を 与 え る 前 の 該 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 と の 間 の 差 は 、 血 管 刺 激 物 を 与 え
る 前 の 該 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 に 基 づ い て 規 格 化 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺
激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定 す る こ と は 、 該 身 体 部 分
の 最 高 皮 膚 温 度 と 該 身 体 部 分 の 最 低 皮 膚 温 度 と の 温 度 差 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施
例 で は 、 前 記 し た 血 管 刺 激 物 を 与 え る 間 お よ び そ の 後 の 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 の 変 化 を 測 定
す る こ と は 、 血 管 刺 激 物 を 与 え た あ と に 該 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 が 安 定 化 す る の に 要 し た 時
間 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ
い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 前 記 血 管 刺 激 物 を 与 え た 際 の
身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 か ら 該 身 体 部 分 の 達 成 さ れ る 最 低 皮 膚 温 度 ま で の 該 身 体 部 分 の 皮 膚 温
度 の 変 化 の 傾 き を 判 別 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と
も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 該 身 体 部 分 の 達
成 さ れ る 最 低 皮 膚 温 度 か ら 該 身 体 部 分 の 達 成 さ れ る 最 高 皮 膚 温 度 ま で の 該 身 体 部 分 の 皮 膚
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温 度 の 変 化 の 傾 き を 判 別 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く
と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 時 間 を 追 っ て
温 度 変 化 を プ ロ ッ ト し 、 皮 膚 温 度 の 曲 線 、 該 身 体 部 分 の 達 成 さ れ る 最 低 皮 膚 温 度 、 血 管 刺
激 物 が 与 え ら れ た 時 刻 お よ び 該 身 体 部 分 の 最 低 皮 膚 温 度 が 達 成 さ れ た 時 刻 に よ っ て 境 さ れ
る 面 積 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に
基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 時 間 を 追 っ て 温 度 変 化 を
プ ロ ッ ト し 、 皮 膚 温 度 の 曲 線 、 該 身 体 部 分 の 達 成 さ れ る 低 い ほ う の 皮 膚 温 度 、 該 身 体 部 分
の 最 低 皮 膚 温 度 が 達 成 さ れ た 時 刻 お よ び 該 身 体 部 分 の 最 高 皮 膚 温 度 が 達 成 さ れ た 時 刻 に よ
っ て 境 さ れ る 面 積 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く
と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 内 皮 機 能 を 判
別 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被
験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 自 律 神 経 系 機 能 の ス ク リ ー ニ ン グ 検
査 を す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て
被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 の 心 血
管 リ ス ク を 評 価 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で
は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件
を 判 別 す る こ と は 、 粥 状 動 脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る た め に
血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の
少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 粥 状 動
脈 硬 化 の 心 血 管 障 害 の 心 血 管 リ ス ク を 評 価 す る た め に 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物
へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 冠 動 脈 カ ル
シ ウ ム ・ ス コ ア （ coronary　 calcium　 score） を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断
技 法 は フ レ ー ミ ン グ ハ ム ・ リ ス ク ・ ス コ ア （ Framingham　 risk　 score） を 含 む 。 あ る 実
施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 頸 動 脈 内 膜 中 膜 肥 厚 （ carotid　 intima-media　 thickne
ss） 試 験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験
者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 に お け る 心 臓 病 の 進 行 を 監 視 す
る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温
度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は
、 被 験 者 の 心 臓 病 治 療 法 へ の 応 答 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ
と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一
つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 に お け る 心 臓 病 の 進 行 を 監 視 す る た め
に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例
で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 心 機 能 試 験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の
少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者
の 肥 満 管 理 に お い て 使 う た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施
例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康
条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の 肥 満 管 理 に お い て 使 う た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に
血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の
少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者
が 高 い 交 感 神 経 反 応 性 を 有 し て い る か ど う か を 識 別 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を
分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て
被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の 交 感 神 経 反 応 亢 進 の 治 療
法 へ の 応 答 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例
で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 が 高 い 交 感 神 経 反 応 性 を 有 し て い る か ど う か を 識 別 す る た め
に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例
で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条
件 を 判 別 す る こ と は 、 高 血 圧 へ の 感 受 性 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る た め に
血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の
少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 高 血 圧
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治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む
。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は
複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 高 血 圧 へ の 感 受 性 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検
査 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。
あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複
数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 が 高 血 圧 治 療 法 へ の 耐 性 を も つ か ど う か を 識 別 す
る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温
度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は
、 白 衣 高 血 圧 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を
分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て
被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 白 衣 高 血 圧 に つ い て 被 験 者 を ス ク
リ ー ニ ン グ 検 査 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 、 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す
る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被 験 者 の 血 圧 を 測 定 お よ び 記 録 す る こ
と を 含 み 、 こ こ で 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は
複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 高 血 圧 血 管 疾 病 の 種 々 の 段 階 を 区 別 す る こ と を 含 む 。
あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複
数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 高 血 圧 血 管 疾 病 の 種 々 の 段 階 を 区 別 す る た め に 、 追 加 的
診 断 技 法 と と も に 、 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測
定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別
す る こ と は 、 平 滑 筋 細 胞 （ SMC:　 smooth　 muscle　 cell） 機 能 障 害 に つ い て 被 験 者 を ス ク
リ ー ニ ン グ 検 査 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ
に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 平 滑 筋 細 胞 （ SMC:　 sm
ooth　 muscle　 cell） 機 能 障 害 治 療 法 に 対 す る 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る こ と を 含 む 。 あ る
実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の
健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 平 滑 筋 細 胞 （ SMC:　 smooth　 muscle　 cell） 機 能 障 害 に つ い
て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度
応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基
づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 が 糖 尿 病 に な る か ど
う か を 予 測 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、
測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判
別 す る こ と は 、 被 験 者 の 糖 尿 病 の 状 態 お よ び 進 行 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応
答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ
い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 糖 尿 病 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応
答 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測
定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別
す る こ と は 、 被 験 者 の 糖 尿 病 の 状 態 お よ び 進 行 を 監 視 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も
に 血 管
刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は ヘ モ
グ ロ ビ ン Ａ １ Ｃ 試 験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 被 験 者 の グ ル コ ー ス
レ ベ ル を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に
基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の フ ィ ッ ト ネ ス レ
ベ ル を 判 別 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、
測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判
別 す る こ と は 、 被 験 者 の フ ィ ッ ト ネ ス 計 画 へ の 応 答 を 判 別 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度
応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基
づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の フ ィ ッ ト ネ ス レ ベ
ル を 判 別 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を
含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま
た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 リ ウ マ チ 性 障 害 に 起 因 す る 血 管 効 果 に つ い て 被 験
者 を 評 価 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ
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い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 リ ウ マ チ 性 障 害 の た め の 治 療
に 対 す る 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少
な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 リ ウ マ チ
性 障 害 に 起 因 す る 血 管 効 果 に つ い て 被 験 者 を 評 価 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血
管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 身 体 部 分 は 指 で あ り
、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を
判 別 す る こ と は 、 レ イ ノ ー 現 象 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る こ と を 含 む 。 あ
る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数
の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 レ イ ノ ー 現 象 に つ い て 被 験 者 を ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 す る た
め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施
例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康
条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 に 結 合 組 織 障 害 の リ ス ク が あ る か ど う か を 予 測 す る こ と を
含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 結 合 組 織 障 害 は 硬 皮 前 症 （ presclerodema） で あ る 。 あ る 実
施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健
康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 硬 皮 前 症 の た め の 治 療 に 対 す る 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す る こ と を
含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま
た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 に 結 合 組 織 障 害 の リ ス ク が あ る か ど う か を
予 測 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む
。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は
複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 に 肺 高 血 圧 の リ ス ク が あ る か ど う か を 判 別 す る
た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度
変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、
被 験 者 の 肺 高 血 圧 の 状 態 お よ び 進 行 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る
こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の
一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 肺 高 血 圧 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視 す
る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温
度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は
、 被 験 者 の 肺 高 血 圧 の 状 態 お よ び 進 行 を 監 視 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺
激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く
と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 禁 煙 計 画 に 対
し て 被 験 者 が 陽 に 応 答 す る か ど う か を 判 別 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る
こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の
一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の 禁 煙 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物
へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も
一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 禁 煙 計 画 に つ い て
の 被 験 者 の 進 捗 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実
施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健
康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 禁 煙 計 画 に 対 し て 被 験 者 が 陽 に 応 答 す る か ど う か を 判 別 す る た
め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施
例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康
条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 に 身 体 的 活 動 を さ せ る こ と な く 被 験 者 の 血 管 ス ト レ ス を 監
視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ
た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ
と は 、 被 験 者 に お け る 睡 眠 障 害 の 進 行 を 監 視 す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す
る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者
の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 睡 眠 障 害 治 療 法 へ の 被 験 者 の 応 答 を 監 視
す る た め に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た
温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と
は 、 被 験 者 に お け る 睡 眠 障 害 の 進 行 を 監 視 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激
物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被 験 者 の 心 拍
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数 を 測 定 す る こ と を 含 み 、 該 心 拍 数 の 測 定 お よ び 前 記 し た 身 体 部 分 の 皮 膚 温 度 変 化 の 測 定
は 、 睡 眠 障 害 を 検 出 す る た め に 、 少 な く と も 部 分 的 に 、 被 験 者 が 眠 っ て い る と き に 実 行 さ
れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は あ る 指 定 さ れ た 時 間 期 間 に わ た っ て 複 数 回 実 行 さ れ る 。
あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被 験 者 の 組 織 熱 容 量 を 測 定 お よ び 記 録 す る こ と を 含 む
。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被 験 者 の 組 織 代 謝 率 を 測 定 お よ び 記 録 す る こ と を 含
む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た
は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 糖 尿 病 足 に つ い て 患 者 を 診 断 す る た め に 追 加 的 診 断
技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。
【 ０ ２ ０ １ 】
　 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被 験 者 に 対 し て 足 首 ‐ 上 腕 血 圧 指 数 試 験 を 実 施 す る
こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の
一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の 内 皮 機 能 を 評 価 す る た め に 血 管 刺
激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温 度 変 化 の 少 な く
と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 被 験 者 の 内 皮
機 能 を 評 価 す る た め に 、 追 加 的 診 断 技 法 と と も に 血 管 刺 激 物 へ の 温 度 応 答 を 分 析 す る こ と
を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 、 内 皮 機 能 の 血 液 マ ー カ ー を 使 う こ と を
含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 、 内 皮 駆 動 微 粒 子 試 験 （ endothelial　 dri
ven　 microparticles　 test） を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は VCAM1試 験
を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は ICAM1試 験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前
記 追 加 的 診 断 技 法 は SELECTIN試 験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は VWF試
験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は 指 先 に お け る 酸 素 飽 和 度 測 定 を 含 む 。
あ る 実 施 例 で は 、 前 記 追 加 的 診 断 技 法 は CD54試 験 を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 測 定 さ れ た 温
度 変 化 の 少 な く と も 一 つ に 基 づ い て 被 験 者 の 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は
、 被 験 者 の 妊 娠 を 監 視 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 被 験 者 の 妊 娠 を 監 視 す る こ と は
、 子 癇 前 症 に つ い て 被 験 者 を 診 断 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 被
験 者 の 血 圧 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 前 記 身 体 部 分 に 血
液 を 供 給 す る 被 験 者 の 動 脈 を 通 じ て 血 流 速 度 を 測 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前
記 血 流 速 度 は 、 血 管 刺 激 物 を 与 え る 前 、 与 え て い る 間 、 与 え た あ と に 測 定 さ れ る 。 あ る 実
施 例 で は 、 本 方 法 は さ ら に 、 前 記 身 体 部 分 に 血 液 を 供 給 す る 動 脈 の 硬 さ を 測 定 お よ び 記 録
す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 動 脈 の 硬 さ は 、 動 脈 パ ル ス 波 形 分 析 を 使 っ て 測 定
お よ び 記 録 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 動 脈 の 硬 さ は 血 管 刺 激 物 を 与 え る 前 に 測 定 お よ び 記
録 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 動 脈 の 硬 さ は 血 管 刺 激 物 を 与 え た あ と に 測 定 お よ び 記 録 さ れ
る 。 あ る 実 施 例 で は 、 動 脈 の 硬 さ は 血 管 刺 激 物 を 与 え る 前 、 与 え て い る 間 、 お よ び 与 え た
あ と に 測 定 お よ び 記 録 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の ま わ り の 環
境 温 度 が 一 定 に 保 持 さ れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 前 記 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の ま わ り の 流 体
の 流 れ が 最 小 限 に 保 た れ る 。 あ る 実 施 例 で は 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と
は 、 冠 動 脈 カ ル シ ウ ム ・ ス コ ア を 決 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 一 つ ま た は 複 数
の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 フ レ ー ミ ン グ ハ ム ・ リ ス ク ・ ス コ ア を 決 定 す る こ と を 含 む
。 あ る 実 施 例 で は 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 頸 動 脈 内 膜 中 膜 肥 厚 を
決 定 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例 で は 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 c
反 応 性 タ ン パ ク 試 験 （ c-reactive　 protein　 test） を 実 施 す る こ と を 含 む 。 あ る 実 施 例
で は 、 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る こ と は 、 Lp-PLA2レ ベ ル を 決 定 す る こ と を 含
む 。
 
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ２ ０ ２ 】
【 図 １ 】 被 験 者 の 例 示 的 な 具 現 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 実 施 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 装 置 と と も に 使 わ れ る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 実 施 例 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
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【 図 ３ ａ 】 図 ２ の 装 置 と と も に 使 わ れ る デ ー タ ベ ー ス の 実 施 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ ａ 】 図 ２ の 装 置 と と も に 使 わ れ る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 実 施 例 を 示 す 破 断 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ４ ｂ 】 図 ２ の 装 置 と と も に 使 わ れ る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に お い て 使 わ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー エ ン ジ ン の
機 能 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に お い て 使 わ れ る 血 管 刺 激 エ ン ジ ン の 機 能 の 実 施 例
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ３ の コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に お い て 使 わ れ る プ ロ ッ ト エ ン ジ ン の 機 能 の 実 施 例
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
で あ る 。
【 図 ９ ａ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ９ ｂ 】 図 ９ ａ の 装 置 と と も に 使 わ れ る 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で
あ る 。
【 図 １ ０ ａ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ ｂ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ ｃ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 に 結 合 さ れ た 図 １ の 被 験 者 の 例 示 的 な 具 現 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ ｄ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 に 結 合 さ れ た 図 １ の 被 験 者 の 例 示 的 な 具 現 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ ａ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ ｂ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ ｃ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 に 結 合 さ れ た 図 １ の 被 験 者 の 例 示 的 な 具 現 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ ａ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ ｂ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た
め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ２ ｃ 】 図 ９ ａ お よ び 図 ９ ｂ の 装 置 に 結 合 さ れ た 図 １ の 被 験 者 の 例 示 的 な 具 現 を 示 す
斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 ２ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 例
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 ２ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 例
を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ５ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 １ ６ 】 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 実 施 例 を 示 す 正 面 図 で あ る
。
【 図 １ ８ ａ 】 図 １ ７ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実
施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ８ ｂ 】 図 １ ７ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実
施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
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【 図 １ ９ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー
ト で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 温 度 対 時 間 の デ
ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 、 上 腕 動 脈 直 径
の 変 化 率 に 関 係 す る デ ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 図 ２ 、 ３ お よ び ４ の 装 置 を 使 っ て 図 ８ の 方 法 を 使 っ て 得 ら れ た 、 上 腕 動 脈 直 径
の 変 化 率 に 関 係 す る デ ー タ の 例 示 的 な 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ １ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ ２ ａ 】 図 ３ １ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 一
部 分 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ２ ｂ 】 図 ３ １ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 一
部 分 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ２ ｃ 】 図 ３ ２ ａ お よ び 図 ３ ２ ｂ の 方 法 の 間 、 図 １ の 被 験 者 に 対 し て 使 用 さ れ て い る
図 ３ １ の 装 置 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ ｄ 】 図 ３ ２ ａ お よ び 図 ３ ２ ｂ の 方 法 の 間 、 図 １ の 被 験 者 に 対 し て 使 用 さ れ て い る
図 ３ １ の 装 置 の 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ３ ３ ａ 】 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ ｂ 】 図 ３ ３ ａ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ ｃ 】 図 ３ ３ ｂ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の は た ら き の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ ａ 】 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ ｂ 】 図 ３ ４ ａ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ ｃ 】 図 ３ ４ ｂ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の は た ら き の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る
。
【 図 ３ ６ ａ 】 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 上 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ ｂ 】 図 ３ ６ ａ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ ａ 】 図 ３ ６ ａ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の
一 部 分 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ７ ｂ 】 図 ３ ６ ａ の 装 置 を 使 っ て 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の
一 部 分 の 実 施 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ７ ｃ 】 図 ３ ６ ｂ の 熱 エ ネ ル ギ ー セ ン サ ー の 動 作 の 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ ａ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 一 部 分 の 実 施 例 を 示 す フ
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ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ８ ｂ 】 一 つ ま た は 複 数 の 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 一 部 分 の 実 施 例 を 示 す フ
ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ ８ ｃ 】 図 ３ ８ ａ お よ び ３ ８ ｂ の 方 法 の 間 の 図 １ の 被 験 者 の 例 示 的 な 具 現 を 示 す 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ３ ８ ｄ 】 図 ３ ８ ａ お よ び ３ ８ ｂ の 方 法 を 受 け て い な い 被 験 者 の 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ３ ８ ｅ 】 図 ３ ８ ａ お よ び ３ ８ ｂ の 方 法 を 受 け て い る 被 験 者 の 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ フ
で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 薬 の 有 効 性 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 栄 養 計 画 の 有 効 性 を 判 別 す る た め の 方 法 の 実 施 形 態 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ４ １ 】 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 装 置 の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ ａ 】 図 ４ １ の 装 置 を 使 っ て 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 一 部 分 の 実 施 形 態 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ２ ｂ 】 図 ４ １ の 装 置 を 使 っ て 健 康 条 件 を 判 別 す る た め の 方 法 の 一 部 分 の 実 施 形 態 を
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ ２ ｃ 】 図 ４ ２ ａ お よ び 図 ４ ２ ｂ の 方 法 の 間 の 図 １ の 被 験 者 に 対 す る 図 ４ １ の 装 置 の
実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ ａ 】 図 ４ ２ ａ お よ び 図 ４ ２ ｂ の 方 法 を 受 け て い る 被 験 者 の 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ４ ３ ｂ 】 図 ４ ２ ａ お よ び 図 ４ ２ ｂ の 方 法 を 受 け て い る 被 験 者 の 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
【 図 ４ ３ ｃ 】 図 ４ ２ ａ お よ び 図 ４ ２ ｂ の 方 法 を 受 け て い る 被 験 者 の 実 験 的 具 現 を 示 す グ ラ
フ で あ る 。
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【 図 ３ ８ ａ 】 【 図 ３ ８ ｂ 】
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